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　２月26日、ＪＲ薩摩今和泉駅に設置してある看板が
リニューアルされ、お披露目式が行われました。縦1.2
ｍ×横4.8ｍの看板に指宿商業高校美術部の生徒が篤
姫や桜島などを描写。色鮮やかなパステル調の仕上が
りになっています。２年生の松崎南海さん（潟山）は、
「観光客がここで降りたいな、と思ってくれるとうれ
しい」と話しました。

篤 姫ゆかりの地をＰＲ
お出迎え看板がリニューアル

今月の表紙

３月１日現在

人 の う ご き

総人口　42,527 人　 （－  43）
　男　　19,429 人　 （－  13）
　女　　23,098 人　 （－  30）
世帯数　19,064 戸　 （－  20）

税の種類 期　　別

軽 自 動 車 税 全期

口 座 振 替 日 ４月27日(月)

納付書での納期限 ４月30日(木)

　 水道工事当番店

　 今月の税金は？

問い合わせ先
　税務課収納対策室管理係
　☎㉒2111（内線232）

指宿地域
４月５日  ㈱西園組　　 ☎㉕2517
　　６日～12日 ㈲上林山組　 ☎㉕5515
　　　　　　 （夜・休☎090-2511-4331）
　　13日～19日 ㈱後迫組　　 ☎㉕3111
　　20日～26日 ㈲指宿工業所 ☎㉒3530
　　27日～５月２日 ㈲丸栄設備　 ☎㉓2694
５月３日  ㈲和田水道　 ☎㉒4522
５月４日  中川水道㈲　 ☎㉕2706
５月５日  ㈱後迫組　　 ☎㉕3111
５月６日  ㈱岩野建設　 ☎㉓3302

山川地域
４月  ㈱常盤建設　 ☎350872
 5月  ㈱藏薗組　　 ☎352231

開聞地域
 4月  永吉建設㈱　 ☎323181
 5月  ㈱丸新建設　 ☎322227

※水道工事に関する当番店です。下水やトイレの
詰まりなどは、なじみの工事店にお願いしてく
ださい。また、宅地内の漏水についてもできる
だけ設置業者へ修理依頼をお願いします。

日曜・祝日当番医（在宅時間８時～18時）
【外科：青色　 内科：緑色　外科・内科：赤色】
○かかりつけ医が不在のときは、当番医を利用してください。

24時間体制で緊急時の
当番医を紹介します。

当番医
テレホン
サービス

項目 薬局名 電話番号月日
４月５日
（日） 指宿薬剤師会薬局 ☎㉒6343

4月12日
（日） イブスキ薬局 ☎㉔4516

4月19日
（日） ケーアイ調剤薬局指宿店 ☎㉗1152

4月26日
（日） ハッピー薬局 ☎㉖4189

4月29日
（水）

チェリー調剤薬局
かいもん・トミタ薬局

☎㉔3705
☎325234

５月３日
（日） 指宿薬剤師会薬局 ☎㉒6343

５月４日
（月）

なのはな薬局
わたせ薬局

☎㉔1111
☎㉒4739

５月５日
（火） イブスキ薬局 ☎㉔4516

５月６日
（水）

ハッピー薬局
イブスキ薬局

☎㉖4189
☎㉔4516

日曜・祝日薬局（開局時間９時～18時）

（※）印が付いている医療機関では、日曜・祝日の当番日に健康 
  診査が受診できます（事前に申し込んでください）。

項目 医療機関名（診療科） 電話番号月日
４月５日
（日）

【外科】指宿医療センター
【内科】外村クリニック（※）

☎㉒2231
☎㉔3770

４月12日
（日）

【外科】木之下クリニック
【内科】指宿さがら病院

☎㉓3940
☎㉒3079

４月19日
（日）

【外科】肥後胃腸科クリニック
【内科】小吉胃腸科クリニック（※）

☎352148
☎㉔2011

４月26日
（日）

【外科】今林整形外科病院
【内科】肥後病院（※）

☎㉒2710
☎㉒4148

４月29日
（水）

【外科】生駒外科医院
【内科】宮薗病院（※）

☎㉒3059
☎322001

５月３日
（日） 【外科・内科】指宿医療センター ☎㉒2231

５月４日
（月）

【外科】指宿脳神経外科
【内科】指宿浩然会病院（※）

☎㉗1177
☎㉒3295

５月５日
（火）

【外科】木之下クリニック
【内科】伊藤記念病院

☎㉓3940
☎㉔4466

５月６日
（水）

【外科】今林整形外科病院
【内科】指宿さがら病院

☎㉒2710
☎㉒3079
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「変える」から「動く」指宿へ

豊かな資源が織りなす
食と健康のまち

　豊留市長は、指宿市議会３月定例会で、平成27年度の市政運営
について、「少子高齢化が進み人口減少の局面を迎える中、真に豊か
な社会を実現するためには、基礎自治体がその役割と責任をしっか
り果たしていく必要がある。そのために、私が重点項目と位置付け
ている５つの項目（①行財政改革、②信頼される市役所づくり、③地
域経済の活性化、④医療（健康）・福祉・教育の充実、⑤市民との協
働によるまちづくりの推進）を基軸に、さらにより多くの成果をあげ
るため市政運営に取り組んで参りたい」と所信を表明しました。

社会基盤の整備
幹線道路の鎮守山線道路改良舗装工事を引き
続き実施します。また、生活道路の宮之前西
線、小田丈六線、山川児ヶ水線、利永尾下線、
脇浦線などの改良舗装工事を行います。
児童・生徒の安全を確保するための通学路整
備として、古賀線の歩道整備を引き続き行い
ます。
指宿港海岸の整備
執行体制の充実と国・県との更なる連携を図
るため、指宿港海岸整備室を独立して配置し、
平成27年度の工事着手に向けて、これまで以
上に努力を重ねていきます。
公共下水道事業の雨水整備
十町土地区画整理事業に伴う雨水幹線の整備
を行います。また、浸水対策として新潟口雨
水ポンプ場の機械・電気工事を行います。
安全で安心な給水の確保
水源地、浄水場における水質測定機などの設
置と池田配水池・岡元平配水池更新整備に係
る用地取得と水源探査業務の委託を行います。

教育環境の整備
安全・安心で良好な学習の場を提供できるよ
う耐震補強工事を優先して行います。また、
児童・生徒数の今後の動向を見据え、これか
らの小・中学校のあり方について、さらに検
討を進めます。
学校教育の充実
小・中学校では、月１回土曜授業を行い学力向
上をはじめとする各学校の課題解決を図ります。
青少年教育の充実
夢を持つ子どもを育成するため、トップアス
リートを招いた「こころのプロジェクト夢の
教室事業」を、小・中学校で行います。
文化の振興
今和泉島津家墓地の国指定史跡化に向けた測
量や松尾城跡など指定文化財の調査を推進し、
保存・活用に努めます。
市民会館の整備
開館後45年が経過しており、今後の施設整備
のための「市民会館基本構想」を策定します。
スポーツ・文化振興基金を設置
スポーツや芸術などで国内外での活躍を夢見
る子どもらを後押しするため、「スポーツ・文
化振興基金」を設置します。

新たな地域の支えあい
新たな地域コミュニティ組織づくりへの支援
および多様な主体が活動しやすい協働の仕組
みや場づくりを進めます。また、常に人権・
男女共同参画の視点を持ちながら、各種施策
を推進し、安全・安心で豊かに暮らすことが
できる社会づくりを目指します。

健康づくりの推進
生活習慣病や寝たきりを予防する「健幸のま
ちづくり」を推進します。

子ども・子育て支援事業計画
　「子ども・子育て支援新制度」の施行に伴い、
各種事業を推進して地域のニーズに添った子
育て支援の充実に努めます。また、乳幼児等
医療費助成の対象者を中学校３年生まで拡充
します。

地域環境の保全対策
新たな「指宿市環境基本計画」を策定し、河
川・海域の水質状況の監視・把握に努め、悪臭・
騒音・不法投棄などの公害防止に努めます。

再生可能エネルギーの導入
　避難所指定の山川文化ホールに太陽光発電設
　備を設置し、災害時に備えた機能を有する避
　難施設にします。

流通・販売対策の強化
高品質・定量出荷を促進して作物のイメージ
アップにつなげ、「かごしまの農林水産物認証
制度」を積極的に推進し、消費者に信頼され
る安心・安全な産地づくりを目指します。

農畜水産物のＰＲ活動
市場訪問や県外でのトップセールスなどを行
い、新たな販路開拓・販路拡大などに取り組
もうとする農・漁家などへの支援に努めます。

農林畜水産業の６次産業化
　「がんばる農業者・起業支援事業」や「もうか
る指宿ネットワーク」の展開により、起業活
動の支援を図ります。また、国内外での商談
会への参加を支援し、観光客誘致と一体とな
った加工品および特産品のＰＲ・販路拡大に
努めます。

観光客誘客促進の強化
近年確実に伸びているスポーツ合宿をさらに
推進するため、Ｊリーグでのキャンペーンや
社会人など需要に合わせたセールスを行いま
す。また、海外からの観光客誘致と、海外で
の本市特産品のＰＲを図るため南薩や南大隅
と連携して、東南アジア各国でさまざまな取
り組みを行います。

平成27年度施政方針　

市 民 福 祉産 業 振 興土 木 行 政教 育 行 政
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●市民一人当たりの予算（一般会計）
　市の平成27年度一般会計当初予算の
総額221億8 ,500万円を、平成27年
１月１日現在の推計人口42,632人で
割り戻した市民一人当たりの予算額は
520,384円（対前年度比35,565円の
増）となっています。
　平成27年度は、学校施設の耐震化な
ど教育環境の整備を集中的に実施するこ
とから、教育費が大幅に伸びています。
また、地域の防災行政無線整備や消防救
急無線のデジタル化に係る整備により消
防費も増えています。そのほか、民生費
や公債費、土木費などの構成比も大きく
なっています。

●各会計予算規模
区　　　　　　　分 27年度 26年度 増減額 増減率
一　　般　　会　　計 221億8,500万円 209億1,700万円 12億6,800万円 6.1%

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 86億1,828万円 76億2,051万円 9億9,777万円 13.1%
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 6億2,803万円 6億3,038万円 △235万円 △0.4%
介 護 保 険 特 別 会 計 46億1,114万円 46億2,225万円 △1,111万円 △0.2%
温 泉 配 給 事 業 特 別 会 計 3,969万円 5,003万円 △1,034万円 △20.7%
唐船峡そうめん流し事業特別会計 2億2,477万円 2億3,396万円 △919万円 △3.9%
公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 18億5,901万円 17億7,681万円 8,220万円 4.6%

小　　　計 159億8,092万円 149億3,394万円 10億4,698万円 7.0%
水　道　事　業　会　計 9億8,465万円 10億3,972万円 △5,507万円 △5.3%

合　　　　　計 391億5,057万円 368億9,066万円 22億5,991万円 6.1%

区　　分 27年度 26年度 増減額 増減率
市 民 税 14億4,720万円 14億6,220万円 △1,500万円 △1.0%
固定資産税 19億7,020万円 20億5,670万円 △8,650万円 △4.2%
軽自動車税 1億1,980万円 1億1,680万円 300万円 2.6%
市たばこ税 2億7,900万円 2億9,200万円 △1,300万円 △4.5%
都市計画税 5,190万円 5,570万円 △380万円 △6.8%
入 湯 税 8,900万円 9,000万円 △100万円 △1.1%
合 計 39億5,710万円 40億7,340万円 △1億1,630万円 △2.9%

●市税の内訳

●歳出の性質別分類の状況（一般会計）

歳出総額
221億

8,500万円

人件費
38億9,113万円
（17%）

扶助費
44億5,460万円
（20%）

公債費
27億7,257万円
（12%）

普通建設事業費
36億2,051万円
（16%）

災害復旧費
852万円
（1%）

維持補修費
1億8,253万円
（1%）

積立金
5,782万円
（1%）

物件費
26億3,514万円
（12%）

補助費等
28億3,958万円
（12%）

繰出金
16億8,348万円（7%）

その他
3,912万円（1%）
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費的
経 費
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投
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●目的別歳出予算

0 50 100 150 200 250（億円）

民生費
72億2,472万円

（34.5％）

公債費
27億4,410万円
（13.1％）

土木費
26億4,307万円
（12.6％）

総務費
21億

3,827万円
（10.2％）

教育費
18億

9,620万円
（9.1％）

衛生費
12億

5,585万円
（6.0％）

農林水産業費  10億5,615万円（5.1％）
消防費　 9億1,636万円（4.4％）
商工費　 8億4,467万円（4.0％）
その他　 1億9,759万円（1.0％）

民生費
73億1,499万円

（33.0％）

公債費
27億7,257万円
（12.5％）

教育費
23億

9,957万円
（10.8％）

土木費
27億2,271万円
（12.3％）

総務費
20億

3,215万円
（9.1％）

衛生費
14億

2,526万円
（6.4％）

農林水産業費  12億9,222万円（5.8％）
消防費  11億3,255万円（5.1％）
商工費　 8億7,987万円（4.0％）
その他　 2億1,311万円（1.0％）

農林水産業費  12億9,222万円（5.8％）
消防費  11億3,255万円（5.1％）
商工費　 8億7,987万円（4.0％）
その他　 2億1,311万円（1.0％）

平成26年度

平成27年度

●歳入の状況（一般会計）

歳入総額
221億

8,500万円

自

依

存

財

源

主

財

源

市税
39億5,710万円
（18%）

市債
29億3,160万円
（13%）

県支出金
19億1,458万円
（8%）

地方消費税
5億円（2%）

地方譲与税
1億7,600万円（1%）

その他依存財源
4,295万円（1%）

地方交付税
76億7,000万円
（34%）

国庫支出金
30億4,422万円
（14%）

繰入金
7億498万円（3%）

分担金および負担金
1億9,843万円（1%）
その他自主財源
4億6,851万円（2%）

使用料および手数料
5億7,663万円（3%）

市民一人あたりの予算
520,384円
対前年度比35,565円増

※人口は、平成27年１月１日
　現在の推計人口42,632人

民生費
171,584円

対前年度比4,128円増
児童、高齢者、障害者の
福祉推進などに

公債費
65,035円

対前年度比1,432円増
これまで施設整備などで
借りたお金の返済に

土木費
63,866円

対前年度比2,604円増
道路、公園、公営住宅の
整備などに

総務費
47,667円

対前年度比1,894円減
総務管理、財政管理、企
画調整、地域振興、税務
事務などに

教育費
56,286円

対前年度比12,335円増
学校の管理運営や施設整
備および生涯学習の推進
などに

衛生費
33,432円

対前年度比4,324円増
ごみ、し尿の処理や健康
増進事業などに

消防費
26,566円

対前年度比5,326円増
消防活動や救急業務など
に

農林水産業費
30,311円

対前年度比5,831円増 
農業、林業、畜産業、水
産業の振興などに

その他
25,637円

対前年度比1,479円増
商業、観光の振興および
市議会運営などに

平成27年度当初予算

●市債残高
◎年度ごとの推移（一般会計）
区　　分 25年度 26年度 27年度

市 債 借 入 額 23億1,900万円 22億9,160万円 29億3,160万円
公　　債　　費 27億5,683万円 27億4,410万円 27億7,257万円
市　債　残　額 240億7,923万円 238億4,561万円 243億  989万円

●基金残高
◎年度ごとの推移（一般会計）
区　　分 25年度 26年度 27年度

財政調整基金 26億5,444万円 31億1,163万円 27億  317万円
減　債　基　金 10億4,890万円 11億6,948万円 11億7,038万円
その他の基金 6億9,617万円 9億  958万円 8億6,523万円
その他特定目的基金 31億3,765万円 30億3,550万円 28億3,835万円
合　　　　　計 75億3,716万円 82億2,619万円 75億7,713万円

※市債借入額、公債費は当初予算額（一時借入金は除く）
※市債残額の26年度、27年度は見込み額

※26年度、27年度は見込み額（27年度は、26年度決算剰余金を含まず）
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　今年度は、新指宿市が誕生して10周年を迎える記念すべき年です。市民の健康・
福祉・子育て支援をさらに充実すると共に、市道の改良舗装や拡幅、海岸沿いの
高潮対策工事、市民の安全・安心を守る整備や住みよいまち並みの整備、６次産
業化の起業支援や特産品振興など産業振興にも重点的に配分し、市民の皆さんが
「指宿市に住んで良かった」と実感できるまちづくりを進めます。

●主な繰越事業
地域住民生活等緊急支援交付金事業
　国の平成26年度「地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付
金」を活用して、地方消費の喚起と人口減少の克服並びに地方
創生を確実に実現するための予算約２億円を平成26年度追加補正
予算で計上し、平成27年度に繰越事業として実施します。
【先行型】
○拡大版定住促進対策事業 500万円
○調和のとれた温泉資源活用事業 79万円
○地方版総合戦略策定事業 1,400万円
○コミュニティプラットフォーム育成事業 517万円
○地域資源を活用した市民の健康づくり事業 2,686万円
○特産品販路開拓事業 615万円
○鹿児島南部広域連携海外物流構築事業 540万円
○観光戦略構築事業 2,271万円
○海外誘客促進事業 344万円
○プロモーション推進事業 55万円
○いぶすき６次産業クラスター創生事業 194万円
○歩いて楽しいまちづくり検証事業 1,000万円
【消費喚起型】
○プレミアム付き商品券事業 7,100万円
○ふるさと名物事業 2,000万円
○商品券付き旅行プランキャンペーン事業 1,200万円

平成27年度当初予算

【
一
般
会
計
と
特
別
会
計
】
地
方
公
共
団
体
の

会
計
に
は
、
一
般
会
計
と
特
別
会
計
が
あ
り
ま

す
。
一
般
会
計
は
、
基
本
的
、
全
般
的
な
経
費

を
経
理
す
る
会
計
で
す
。
特
別
会
計
は
、
特
定

の
事
業
を
行
う
た
め
に
、
特
定
の
歳
入
、
歳
出

を
一
般
会
計
と
区
分
し
て
経
理
す
る
た
め
の
会

計
で
す
。

【
歳
入
】
地
方
公
共
団
体
が
、
そ
の
仕
事
を
行

う
た
め
に
必
要
な
経
費
を
賄
う
も
の
が
収
入
で
、

そ
の
団
体
の
年
度
内
に
お
け
る
一
切
の
収
入
を

歳
入
と
い
い
ま
す
。

市
税
▼
住
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
も
ら
う
税
金

で
す
（
市
民
税
、
固
定
資
産
税
、
市
た
ば
こ
税
、

軽
自
動
車
税
な
ど
）。

地
方
交
付
税
▼
市
町
村
の
財
政
力
に
応
じ
て
国

か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
で
、
普
通
交
付
税
と
特

別
交
付
税
が
あ
り
ま
す
。
団
体
間
の
財
政
力
の

不
均
衡
を
な
く
し
、
一
定
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
が

行
え
る
よ
う
、
国
税
と
し
て
納
め
ら
れ
た
財
源

の
う
ち
、
一
定
割
合
の
額
を
地
方
公
共
団
体
に

配
分
す
る
も
の
で
す
。

国
庫
支
出
金
▼
市
町
村
が
行
う
特
定
の
事
業
に

対
し
て
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
で
、
国
庫
負

担
金
、
国
庫
補
助
金
、
国
庫
委
託
金
の
３
つ
に

分
類
さ
れ
ま
す
。

県
支
出
金
▼
市
町
村
が
行
う
事
業
に
対
し
て
県

か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
で
、
通
常
は
使
途
が
特

定
さ
れ
ま
す
。

繰
入
金
▼
積
立
金
（
基
金
）
の
取
り
崩
し
や
他

の
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
た
お
金
で
す
。

市
債
▼
市
の
借
入
金
で
償
還
が
２
年
以
上
に
わ

た
る
も
の
で
す
。
公
共
施
設
建
設
の
よ
う
に
一

時
的
に
多
額
の
経
費
を
必
要
と
し
、
か
つ
長
期

間
に
わ
た
っ
て
利
用
で
き
る
も
の
の
財
源
に
充

て
ら
れ
ま
す
。

【
性
質
別
歳
出
】
地
方
公
共
団
体
の
経
費
を
性

質
別
に
分
類
す
る
も
の
で
、
義
務
的
経
費
、
投

資
的
経
費
、
そ
の
他
の
経
費
に
区
分
で
き
ま
す
。

義
務
的
経
費
は
、
人
件
費
や
扶
助
費
、
公
債
費

で
、
支
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
経
費
で
す
。

投
資
的
経
費
は
、
道
路
や
公
共
施
設
の
建
設
と

い
っ
た
行
政
水
準
の
向
上
に
か
か
る
経
費
で
、

普
通
建
設
事
業
費
、
災
害
復
旧
事
業
費
な
ど
か

ら
構
成
さ
れ
ま
す
。
そ
の
他
の
経
費
は
、
物
件

費
、
補
助
費
等
、
維
持
補
修
費
、
積
立
金
な
ど

の
そ
の
他
の
も
の
で
す
。

人
件
費
▼
報
酬
や
給
与
な
ど
で
す
。

扶
助
費
▼
社
会
保
障
制
度
の
一
環
と
し
て
、
高

齢
者
、
児
童
、
心
身
障
害
者
な
ど
に
行
う
支
援

の
た
め
の
経
費
で
す
。

物
件
費
▼
賃
金
や
旅
費
、
交
際
費
、
需
用
費
な

ど
、
消
費
的
性
質
を
持
つ
経
費
で
す
。

補
助
費
等
▼
市
か
ら
他
の
団
体
な
ど
に
対
し
て
、

行
政
上
の
目
的
で
支
払
う
経
費
で
す
。
報
償
費

（
講
師
謝
金
等
）、役
務
費（
保
険
料
等
）、負
担

金
・
補
助
金
お
よ
び
交
付
金
（
助
成
金
等
）
な

ど
が
該
当
し
ま
す
。

維
持
補
修
費
▼
道
路
や
公
共
施
設
な
ど
を
維
持

す
る
た
め
に
必
要
な
経
費
で
す
。

普
通
建
設
事
業
費
▼
道
路
や
公
共
施
設
な
ど
の

新
増
設
に
必
要
な
経
費
で
す
。

災
害
復
旧
事
業
費
▼
災
害
で
被
災
し
た
も
の
を

復
旧
す
る
た
め
の
経
費
で
す
。

公
債
費
▼
市
の
借
金
な
ど
を
償
還
す
る
た
め
の

経
費
で
す
。

積
立
金
▼
財
政
運
営
を
計
画
的
に
す
る
た
め
、

財
源
変
動
に
備
え
て
積
み
立
て
る
経
費
で
す
。

【
目
的
別
歳
出
】
地
方
公
共
団
体
が
行
う
事
業

を
目
的
別
に
分
類
す
る
も
の
で
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
水
準
や
行
政
上
の
特
色
な
ど
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

議
会
費
▼
議
会
運
営
の
経
費
で
す
。

総
務
費
▼
行
政
全
般
の
事
務
な
ど
に
関
す
る
経

費
で
す
。

民
生
費
▼
障
害
者
や
高
齢
者
に
対
す
る
福
祉
、

子
育
て
支
援
な
ど
の
経
費
で
す
。

衛
生
費
▼
環
境
保
全
、
疾
病
予
防
、
健
康
増
進

な
ど
の
経
費
で
す
。

農
林
水
産
業
費
▼
農
林
水
産
業
振
興
の
支
援
や

生
産
基
盤
整
備
等
の
経
費
で
す
。

商
工
費
▼
商
工
業
や
観
光
の
振
興
の
た
め
の
経

費
で
す
。

土
木
費
▼
道
路
や
河
川
、
施
設
な
ど
、
社
会
資

本
整
備
の
た
め
の
経
費
で
す
。

消
防
費
▼
消
防
活
動
の
充
実
の
た
め
の
経
費
で

す
。

教
育
費
▼
学
校
教
育
や
生
涯
学
習
の
充
実
、
文

化
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
な
ど
の
経
費
で
す
。

公
債
費
▼
事
業
を
行
う
た
め
に
借
り
た
お
金

（
市
債
）
の
元
金
・
利
子
や
一
時
借
入
金
の
利

子
を
支
払
う
経
費
で
す
。

そ
の
他
▼
他
の
支
出
科
目
に
含
ま
れ
な
い
経
費

を
ま
と
め
た
諸
支
出
金
や
、
予
算
編
成
で
予
期

し
な
か
っ
た
支
出
に
対
応
す
る
た
め
の
予
備
費

な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。

用
語
説
明

ふるさと応援基金
　「ふるさと納税」を財源とした「ふるさと応援基金」を活
用し、福祉バスや体育施設等の備品を購入します。
○山川老人福祉センター福祉バス購入事業 750万円
○指宿総合体育館卓球台購入事業 39万円
○山川勤労者体育センターAED購入事業 27万円
○川尻ふれあい交流館AED購入事業 27万円

合併まちづくり基金
　「合併まちづくり基金」を活用し、消防団員に貸与する難燃
性活動服および編上靴を購入します。
○新基準難燃性消防団活動服・編上靴整備事業 1,500万円

公共施設整備基金
　「公共施設整備基金」を活用し、レジャーセンターかいもん
の泉源替掘を行います。
○レジャーセンターかいもん泉源替掘事業 4,000万円

 住環境整備の推進
○指宿広域市町村圏組合負担金 3億4,827万円
○住宅リフォーム助成事業費 1,500万円
○海岸漂着物地域対策推進事業費 804万円

 市民の健康・福祉・子育て支援
○健幸のまちづくり推進事業費 1,845万円
○産科医派遣寄付金事業費 1,750万円
○障害児居宅支援事業費（さつき園移転整備）
 1,013万円
○保育所運営事業費 12億4,288万円
○乳幼児等医療費助成費 8,569万円

 住みやすいまち並み整備
○十町・湊土地区画整理事業費 7億5,385万円
○道路新設改良事業費 6億9,939万円
○瀬崎港海岸高潮対策事業費 4,041万円
○社会資本整備総合交付金事業費 2億3,920万円

 安全・安心を守るまちづくり
○指宿南九州消防組合負担金 6億9,110万円
○防災行政無線整備事業費 2億1,315万円
○消防施設整備事業費 3,740万円
○消防分団車両更新事業費 2,484万円
○交通安全対策費 1,443万円
○安全灯補助事業費 1,020万円
○山川文化ホール太陽光発電設置事業費 1,962万円

 教育および学校施設充実
○特別支援教育支援員配置事業費
 2,182万円
○小・中学校施設整備事業費
　（校舎・体育館の耐震化など）
 5億7,889万円
○指宿商業高校施設整備事業費
 （トイレ改修・耐震化など） 1,800万円
○開聞総合体育館大規模改修事業費 
 5,497万円
○スポーツ・文化振興基金造成事業費
 1,014万円
○こころのプロジェクト
　夢の教室事業費 371万円
○国民文化祭負担金事業費 870万円

 地域と雇用を活性化する
○共生・協働活動支援事業費 1,063万円
○男女共同参画推進事業費 206万円

 農業・水産業・観光業の振興
○特産品振興事業費 432万円
○６次産業化起業支援事業費 165万円
○観光施設整備事業費
　（大規模建築物耐震化事業）
 1億2,734万円
○レジャーセンター泉源替掘事業費
 4,094万円
○海外まき網船水揚げ奨励金事業費
 1,800万円

平成27年度の主な事業と予算額
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配
湯
業
や
農
業
、
養
殖
業
、
地

熱
発
電
な
ど
温
泉
を
事
業
の
用
に

供
す
る
目
的
で
利
用
す
る
温
泉
利

用
事
業
者
は
、
環
境
に
支
障
を
来

す
こ
と
が
な
い
よ
う
、
必
要
な
措

置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
温
泉
資
源
保
護
の
た
め
、

次
の
と
お
り
自
ら
が
所
有
す
る
温

泉
の
状
況
を
把
握
す
る
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
に
努
め
て
も
ら
い
ま
す
。

　

出
力
10
ｋ
ｗ
以
上
の
発
電
事
業

を
行
う
地
熱
発
電
事
業
者
は
、
地

熱
発
電
事
業
の
資
源
量
調
査
ま
た

は
温
泉
法
の
規
定
に
よ
る
掘
削
な

ど
の
申
請
を
行
う
90
日
前
ま
で
に

事
業
計
画
ま
た
は
変
更
事
業
計
画

を
提
出
し
、
市
に
同
意
を
受
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
地
熱
発
電
事
業
に
伴
う

環
境
保
全
に
関
す
る
協
定
を
市
と

締
結
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

市
長
公
室
企
画
調
整
係

　

☎
㉒
２
１
１
１（
内
線
１
２
７
）

モニタリングをしましょう
　温泉を長く利用するために、まず自分たちの温泉の現状を把握することが必
要です。そのためには温泉のモニタリングを行うことが重要です。温泉利用事
業者は、温泉を管理するために次のような記録や測定に努めてください。

市では、市民一人ひとりが生涯にわたり、自らの意欲を持って学び、
楽しみ、その成果が地域づくりに反映されるよう、市民と行政が一
体となった生涯学習の推進を図っています。
「いつでも、どこでも、だれでも」楽しめる平成27年度の各種講座
の受講生を募集しています。

■対　　象　60歳以上　※初心者または初級程度の人
■内　　容　専門講座（５つの分野から選択）、一般講座（専門講座と並行して必ず受講。無料。）
■受 講 料　専門講座１講座1,500円　※教材費などは別料金。
■開 始 月　５月中旬～平成28年２月中旬まで
■申込方法　 申込書（中央公民館、指宿地域の各校区公民館、時遊館ＣＯＣＣＯはしむれ、山川文化ホール、山

川図書館、山川多目的研修館、開聞総合体育館、川尻ふれあい交流館に設置）に必要事項を記入の
上、受講料を添えて申し込んでください。（定員に達しない場合、開講しないことがあります。）

■申込期間　４月３日（金）～17日（金）
申し込み・問い合わせ先　社会教育課社会教育係（時遊館ＣＯＣＣＯはしむれ内）☎㉓5100

問い合わせ先
　社会教育課社会教育係
（時遊館ＣＯＣＣＯはしむれ内）☎㉓5100

温泉利用事業者の皆様へ

温
泉
利
用
事
業
者
の

基
本
的
責
務

地
熱
発
電
事
業
者
は

発
電
事
業
計
画
の
提
出
を

指
宿
市
温
泉
資
源
の
保
護
及
び

利
用
に
関
す
る
条
例
を

制
定
し
ま
し
た

【寿 大 学】

【その他講座・学級】

　

市
で
は
、
４
月
に
「
指
宿
市
温

泉
資
源
の
保
護
及
び
利
用
に
関
す

る
条
例
」
を
施
行
し
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
は
、
温
泉
資
源
は
市

と
市
民
の
共
有
資
源
で
あ
る
と
い

う
認
識
の
下
、
温
泉
資
源
の
保
護

と
将
来
に
わ
た
る
持
続
可
能
な
活

用
を
図
り
、
地
域
の
産
業
振
興
や

福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
は
、
霧
島
火
山
帯
、
鹿
児

島
湾
入
口
の
阿
多
カ
ル
デ
ラ
の
中

に
位
置
す
る
た
め
、
そ
の
副
産
物

と
し
て
世
界
的
に
も
珍
し
い
天
然

砂
む
し
温
泉
な
ど
豊
富
な
温
泉
資

源
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

温
泉
資
源
は
、
浴
用
と
し
て
の

利
用
の
他
、
農
業
や
水
産
業
、
地

熱
発
電
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
利
用

さ
れ
、
地
域
資
源
と
し
て
産
業
活

動
に
も
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
温
泉
資
源
は
、
大
正

か
ら
昭
和
前
半
に
か
け
て
温
泉
熱

を
農
業
や
製
塩
に
利
用
す
る
た
め
、

地
下
か
ら
大
量
の
湯
が
く
み
上
げ

ら
れ
、
古
く
か
ら
使
わ
れ
て
い
た

泉
源
の
枯
渇
や
温
度
低
下
な
ど
の

問
題
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
は
東
日
本
大
震
災
後

の
電
力
不
足
を
き
っ
か
け
に
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
量
を
増

や
す
た
め
、
固
定
価
格
買
取
制
度

を
導
入
。
地
熱
発
電
開
発
の
規
制

を
緩
和
す
る
な
ど
地
熱
発
電
事
業

に
参
入
し
や
す
い
環
境
が
整
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
温
泉
掘
削
許
可
の

根
拠
法
と
な
る
温
泉
法
の
下
、
適

正
な
利
用
と
保
護
の
観
点
が
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。

条
例
制
定
の
背
景

天気や泉温を記録しましょう。また、周辺で行わ
れた工事や配管を入れ替えた記録も取っておきま
しょう。

●日常の記録
それぞれの地域課題に応じた講座を年３回開講しま
す。詳しくは、各校区公民館だよりでお知らせします。

校区公民館講座

市内のどこでも10人以上の受講生が集まれば開催で
きます。講師は、その企画に適した人を派遣します。

ひとづくり講座

指宿の歴史や文化についての教養講座（中級程度）
を年５回開講します。内容や募集はその都度、広報
紙などで周知します。

指宿発！学びのふるさと講座

市内の保育園、幼稚園、小・中学校において、家庭
教育を支援する学級を開設し、家庭教育力の向上を
図ります。開設を希望する園・学校で４月以降に募
集を始めます。所属する園・学校に問い合わせてく
ださい。

家庭教育学級

市内在住者からなる５人以上の学習グループが、中
央公民館または校区公民館を利用して自主的・継
続的に講座を開き、学習することです。月２回以内
（１回の学習時間は２時間以内）の活動で、校区公
民館を無料で利用できます。
申し込み・問い合わせ先　
　中央公民館または各校区公民館

校区公民館自主講座

容量が分かっている容器に温泉水がたまる時間を
計測して時間当たりの湯量を算出しましょう。

●湧出量

水位計を設置して定期的
に計測しましょう。

●水位（くみ上げて使う温泉）

アルコール温度計など
を用いて測定しましょう。

●泉　温

化学成分の多くは、専門知識を
有した会社に依頼して分析しましょう。

●泉　質

日付 天気 記事 水位 湧出量 泉温 泉質（Ph）

2013.04.01 配管の工事 － － － －

2015.03.02 晴 ○○cm ○○ℓ ○○℃ ○○

2015.04.01 雨 ○○cm ○○ℓ ○○℃ ○○

講　座　名 定　員 開　催 備　考

専門講座

書　　　道
30

8回（木） 教材費が必要
園　　　芸 7回（水） 教材費が必要
健康づくり 8回（水） 健康体操やレクリエーションなど
なつかしの唱歌 40 8回（木） 唱歌、童謡。教材費が必要
手　　　芸 30 8回（月） 教材費が必要

一般教養講座 なし 5回 各回講師による講演

受講生を募集

生涯学習の受講生を募集
平成27年度平成27年度
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　私は、平成26年度５つの市民講座を受講しました。市民講座を受講して一番うれし
かったことは、たくさんの友達ができたことです。また、さまざまな講座を受講した
ことで普段の生活にとても潤いが出ました。例えば、洋裁の講座を受講したことでタ
ンスに眠っている洋服を「どのようにリメイクしようかな」と考えるようになり、と
てもワクワクします。市民講座が閉講した後も、「もっと学びたい！」と、仲間たち
と自主講座として活動している講座もあり、毎回楽しく学んでいます。今年もさまざ
まな講座を受講したいと思っています。皆さんも一緒に受講してみませんか。

■対　　象　一般成人　※初心者または初級程度の人
■受 講 料　１講座1,500円　※教材費などは別料金。
■開 講 数　各講座９回
■開 講 月　５月～平成28年２月　※講座によって開催時期が異なります。
■申込方法　 申込書（中央公民館、指宿地域の各校区公民館、時遊館ＣＯＣＣＯはしむれ、山川文化ホール、山

川図書館、山川多目的研修館、開聞総合体育館、川尻ふれあい交流館に設置）に必要事項を記入の
上、受講料を添えて申し込んでください。（定員に達しない場合は開講しない場合があります。）

　　　　　　詳しくは、各講座の問い合わせ先に尋ねてください。
■申込期間　４月３日（金）～17日（金）

【市民講座】

受講生の声

平成26年度  市民講座受講生
吹田　和代さん（迫北）

17 やさしい「ヨガ」 15 5~8月 第2・4水曜日 13:30~15:30 初めての人でも気軽に健康な身体作りを学べます。

18 寄せ植え「ガーデニング」 20 5~12月 第2土曜日 10:00~12:00 植物について学び、四季の植物を寄せ植えます。

19 お菓子＆軽食 25 5~1月 第3金曜日 14:00~16:00 郷土の食材を使ったお菓子と軽食を作ります。

●『山川校区公民館』（山川文化ホール内）

番号 講　座　名 定員 開　催　日 時　　間 紹　　　　　　介

1 郷土料理「簡単おしゃれ膳」 24 5~1月 第3金曜日 10:00~12:00 郷土の素材を使い、手軽にできる料理を作ります。

2 初めての「中国語」 20 5~7月 毎週月曜日 14:00~16:00 中国語による日常生活の会話を学びます。

3 ルンルン「フラダンス」 25 6~10月 第2・4木曜日 19:30~21:30 基礎から学び、市民歌をフラダンスで踊りましょう。

4 楽しく歌おう「わくわく音楽」 40 5~1月 第3木曜日 10:00~12:00 楽譜の読み方やコーラスなど基礎から学びます。

5 ふるさとのお菓子づくり 24 5~9月 第1・3土曜日 10:00~12:00 懐かしい郷土のお菓子を作ります。

6 親子で楽しくクッキング 10 5~1月 第4土曜日 10:00~12:00 4 歳 ~小学生が対象の親子料理教室です。

7 四季を楽しむ「初めての俳句」 15 5~1月 第3土曜日 14:00~16:00 基礎を学び、日本の素晴らしい自然を楽しみます。

8 歌う楽しみ「初めての短歌」 20 6~2月 月1回金曜日 19:00~21:00 基礎を学び、日々の思いなどを歌にします。

9 初めてのデジカメ講座 15 5~9月 第2・4火曜日 14:00~16:00 初めて使う人を対象に、基礎から学びます。

●『中央公民館』

20 パソコン・ワード 15 7~8月 毎週月・水曜日 19:00~21:00 ワードの基礎を学びます。パソコン保有者限定。

21 インターネット入門 15 8~9月 毎週月・水曜日 19:00~21:00 インターネットを学びます。パソコン保有者限定。

22 指宿のルーツ・女性史の講座 20 5~9月 第2・4木曜日 19:30~21:30 地域史および南薩を中心とした女性の步みを学びます。

●『大成校区公民館』（山川図書館内）

23 やさしい洋裁 15 6~10月 第2・4水曜日 13:30~15:30 洋裁の基礎や、簡単な洋服のお直しなどを学びます。

24 楽しい茶道 15 5~1月 第3火曜日 10:00~12:00 おもてなしに生かせる茶道の基礎を学びます。

●『徳光校区公民館』（山川多目的研修館内）

25 心も身体も若返る「軽体操」 20 6~10月 第2・4水曜日 20:00~22:00 みんなで楽しく、身も心も若返る軽体操を行います。

26 生活に生かせる「カラー講座」 15 5~1月 第3火曜日 14:00~16:00 色の力を学び、豊かな生活や子育てに生かします。

●『利永校区公民館』（山川多目的研修館内）

27 ソフトエアロビクス 20 6~10月 第1・3火曜日 14:00~16:00 リズムに合わせて心身をリフレッシュします。

28 絵画 15 6~10月 第1・3木曜日 19:00~21:00 初心者を対象にデッサンの基礎から学びます。

29 書に親しむ 15 6~10月 第2・4火曜日 10:00~12:00 初めて筆を持つ人でも大歓迎！基礎から学びます。

30 手話ダンス 15 5~10月 第2・4金曜日 10:00~12:00 唄を口ずさみリズムにのって、手話を学びます。

31 かいもん歴史講座 20 6~10月 第2・4金曜日 19:00~21:00 開聞に伝わる神話と歴史をひもときます。

●『開聞校区公民館』（開聞総合体育館内）

32 ガーデニング 20 5~12月 第3土曜日 10:00~12:00 季節に合った植物の種類、根付け方法を学びます。

33 おふくろの味「料理」 15 5~9月 第1・3水曜日 14:00~16:00 おふくろの味、四季の料理を楽しみます。

34 リフレッシュ・ヨーガ 20 6~10月 第2・4水曜日 10:30~12:00 深い呼吸とさまざまなポーズで心身の健康を養います。

35 編み物 15 5~9月 第2・4木曜日 14:00~16:00 簡単なかぎ針網で、おしゃれな小物などを作ります。

●『川尻校区公民館』（川尻ふれあい交流館内）

36 木工 15 5~10月 第2・4土曜日 10:00~12:00 廃材を利用してノコギリ、ノミを使い作品を作ります。

●『工房まるたんぼう』

16 いぶすきの宝を知ってみよう! 40 5~9月 第2・4水曜日 19:30~21:00 「いぶすきまるごと博物館」の素材である歴史・文化・
自然・産業・観光・温泉などについて学びます。

●『時遊館ＣＯＣＣＯはしむれ』

15 さわやか健康体操 20 5~7月 毎週月曜日 19:30~21:30 楽しいリズムに合わせて、よみがえらせよう、心と体 !

●『池田校区公民館』

14 篤姫料理講座 15 5~2月 第2土曜日 10:00~12:00 季節の食材、地元の食材を使った料理を作ります。

●『今和泉校区公民館』

13 分かりやすい詩吟 15 6~10月 第1・3金曜日 10:00~12:00 初心者歓迎 ! 基礎から歌謡入り詩吟まで学びます。

●『丹波校区公民館』

12 竹細工 20 5~9月 第2・4火曜日 10:00~12:00 基礎から学びます。かごづくりなどをしてみませんか。

●『柳田校区公民館』

11 リフレッシュ　ヨーガ 20 6~10月 第2・4金曜日 14:00~16:00 ヨーガで肩こり・腰痛・便秘などを改善しましょう。

●『魚見校区公民館』

10 絵手紙 15 5~1月 第3金曜日 14:00~16:00 いろいろな題材で絵手紙を書いて楽しみます。

●『指宿校区公民館』

問い合わせ先　☎㉔4569または☎㉒2111（内線660）　月～金曜日

問い合わせ先　☎㉕4858　火・水・金・土曜日

問い合わせ先　☎㉓5100　　　　　月～金曜日

問い合わせ先　☎㉖2824　火・水・金・土曜日

問い合わせ先　☎㉕4859　火・水・金・土曜日

問い合わせ先　☎㉒5889　火・水・金・土曜日

問い合わせ先　☎㉔4166　火・水・金・土曜日

問い合わせ先　☎㉒5957　火・水・金・土曜日

問い合わせ先　☎341117　月～金曜日

 問い合わせ先　☎342029　火～金曜日

問い合わせ先　☎350075　月～金曜日

問い合わせ先　☎350075　月～金曜日

問い合わせ先　☎323782　月～金曜日

問い合わせ先　☎322015　月～金曜日

問い合わせ先　☎322015　月～金曜日

受講生を募集
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■
ヤ
ス
デ
ま
ん
延
防
止
対
策

　

ヤ
ス
デ
の
ま
ん
延
は
、
生
物
の

移
動
よ
り
「
人
為
的
な
移
動
」
が

原
因
で
す
。
ヤ
ス
デ
の
発
生
し
て

い
る
地
域
の
土
や
木
々
の
移
動
に

伴
っ
て
、
ま
ん
延
し
ま
す
。
ヤ
ス

デ
を
持
ち
出
さ
な
い
よ
う
気
を
付

け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
ヤ
ス
デ
は
餌
と
な
る
落

葉
な
ど
で
覆
わ
れ
た
日
当
た
り
の

悪
い
湿
度
の
高
い
場
所
に
生
息
し

ま
す
。
日
当
た
り
を
良
く
し
、
生

息
し
に
く
い
環
境
を
作
り
ま
し
ょ

う
。

■
ヤ
ス
デ
の
駆
除
方
法

　

幼
虫
期
の
春
か
ら
初
秋
に
か
け

て
は
、
日
光
や
乾
燥
に
弱
い
た
め
、

下
草
払
い
が
効
果
的
で
す
。
ま
た
、

薬
剤
散
布
は
、
成
虫
が
地
上
で
活

動
す
る
初
夏
か
ら
初
秋
に
か
け
て

行
う
の
が
効
果
的
で
す
。

■
薬
剤
の
配
布

　

ヤ
ス
デ
が
発
生
し
た
時
に
、
薬

剤
を
配
布
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
た
だ
し
、
ヤ
ス
デ
と
確
認
で

き
た
場
合
の
み
で
す
。
薬
剤
は
、

公
民
館
長
な
ど
を
通
じ
て
配
布
し

ま
す
。
ヤ
ス
デ
を
見
つ
け
た
場
合

は
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
政
策
課
生
活
衛
生
係

　

☎
㉒
２
１
１
１（
内
線
２
４
５
）

捨
て
る
ゴ
ミ
　
知
恵
と
工
夫
で

　
　
　
　
　
　
　
リ
サ
イ
ク
ル

　
　
　

丹
波
小　

宮
田　

直
弥

つ
づ
け
よ
う
　

　
ち
き
ゅ
う
に
や
さ
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　
町
づ
く
り

　
　
　

丹
波
小　

尾
辻　

礼
夏

ゴ
ミ
の
な
い

　
は
だ
し
で
あ
る
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
砂
浜
を

　
　
　

徳
光
小　

上
田　

乙
葉

し
げ
ん
ご
み
　
き
ち
ん
と
分
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
再
利
用

　
　
　

開
聞
小　

横
村　

佳
穂

問
い
合
わ
せ
先

環
境
政
策
課
生
活
衛
生
係

☎
㉒
２
１
１
１（
内
線
２
４
５
）

 

【
優
秀
賞
】

再
利
用
　
心
が
け
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
自
然
ほ
ご

　
　
　

指
宿
小　

中
村　

太
亮

マ
イ
バ
ッ
グ
　

　
持
っ
て
い
こ
う
よ

　
　
　
　
　
　
　
ゴ
ミ
へ
ら
し

　
　
　

指
宿
小　

大
山　

蘭
花

ぽ
い
捨
て
は
　
自
然
は
か
い
に

　
　
　
　
　
　
　
つ
な
が
る
よ

　
　

指
宿
小　

立
根　

滉
太
郎

残
そ
う
よ
　
青
い
海
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
い
空

　
　
　

柳
田
小　

坂
口　

敬
太

考
え
よ
う
　
す
て
る
前
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
再
利
用

　
　
　

丹
波
小　

前
園　

紗
妃

美
し
い
指
宿
を
未
来
へ
残
す
た
め
に
㉓

環
境
美
化
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

　

市
環
境
衛
生
協
力
会
で
は
、
市
内
の
小
学
４
年
生
を
対
象
に
「
環

境
美
化
標
語
」
の
募
集
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
子
ど
も
た
ち
の
環
境
に

対
す
る
思
い
の
詰
ま
っ
た
作
品
が
多
く
集
ま
り
ま
し
た
。

　

選
考
さ
れ
た
10
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

【
最
優
秀
賞
】ごみ

拾
い
　
だ
れ
か
じ
ゃ
な
く
て
　
私
か
ら

丹
波
小　

藤
田　

美
羽　

み
ん
な
の
か
ん
き
ょ
う
広
場

ま
ん
延
防
止
に
ご
協
力
を

　

平
成
22
年
以
降
、
市
内
に
お
い
て
ヤ
ン
バ
ル
ト
サ
カ
ヤ
ス
デ
（
以
下

「
ヤ
ス
デ
」）
が
大
量
に
発
生
し
て
い
ま
す
。
ヤ
ス
デ
は
、
農
作
物
に
被

害
を
与
え
た
り
、
人
を
咬か

ん
だ
り
す
る
こ
と
の
な
い
虫
で
す
。
し
か
し
、

時
に
異
常
発
生
し
、
集
団
移
動
し
た
り
、
壁
や
塀
を
登
っ
て
家
屋
の
中
に

侵
入
し
た
り
す
る
こ
と
か
ら
、
不
快
害
虫
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ヤ
ス
デ
の

ま
ん
延
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ヤ
ン
バ
ル
ト
サ
カ
ヤ
ス
デ

広告の媒体 広報いぶすき
（お知らせ版） 市ホームページ

印 刷 物 ・
媒体の規格

発 行 部 数
アクセス数 月平均19,600部 月平均75,000件

規 格 Ａ４版、黒１色刷り －

発 行 形 態 ４～７月は毎月10日発行
８～３月は毎月15日発行 －

広告の仕様

表示場所等 各ページ（５段組）の
最下段 トップページ

広 告 物 の
種 類

紙面広告
黒１色刷り

バナー広告
フルカラー

規 格  縦4.5㎝×横9.0㎝ 縦60ピクセル×横200ピクセル

募 集 総 枠 毎月平均10枠 毎月10枠

そ の 他 隣り合う２つの枠を、１件の広告（横18.0
㎝）として掲載することができます。 －

広告の申込窓口・申込方法

所定の申込書に広告の概要を記載し、市長
公室広報統計係に直接持参、メール、郵送
のいずれかで申し込んでください。
掲載決定通知書を受け取ったら、広告用完
成データを提出してください。
データはAdobe社のイラストレーターを推
奨します。ワード・エクセル・ＰＤＦでの
提出も可能ですが、印刷会社所有のソフト
との関連で、使用できない文字などがある
場合があります。
申込用紙は、市長公室広報統計係にありま
す。また、市ホームページからダウンロー
ドすることもできます。
※必ず、事前に問い合わせてください。

〒891-0497
指宿市十町2424
指宿市市長公室広報統計係
☎㉒2111（内線123）

所定の申込用紙にバナー広告の電子データ
を添えて、市長公室広報統計係に直接持参、
メール、郵送のいずれかで申し込んでくだ
さい。申込用紙は、市ホームページからダ
ウンロードしてください。

〒891-0497
指宿市十町2424
指宿市市長公室広報統計係
☎㉒2111（内線123）

広告の掲載料金
（１枠１カ月当たり）

指宿市内に本社・支店・営業所などを置く
事業所…10,000円（税込み）
上記以外の事業所…15,000円（税込み）

5,000円（税込み）

指宿市市長公室広報統計係

広 報 紙へのホームページ のご案内へのへの のご案内のご案内のご案内広告掲載
　市では、広報いぶすきと市ホームページに民間企業などの広告を掲載しています。
　今回、各媒体の広告主を募集しますので、関心のある企業や個人事業主の方は、申し込みください。

問い合わせ先　市長公室広報統計係　☎㉒2111（内線123）
ヤスデ発生
確認地域

環
境
美
化
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
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の
も
の
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
家
に

石
敢
當
を
置
い
て
い
る
人
に
話
を

伺
っ
た
と
こ
ろ
、
石
敢
當
は
魔
除

け
・
守
り
神
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

家
を
建
て
替
え
る
際
な
ど
に
も
、

場
所
を
移
し
変
え
た
り
作
り
替
え

た
り
し
て
残
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

さ
ら
に
、
お
供
え
物
を
し
、
大
事

に
し
て
い
る
と
い
う
話
を
伺
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

現
代
ま
で
残
り
、
伝
え
ら
れ
て

き
た
石
敢
當
は
、
か
つ
て
山
川
港

が
日
本
の
南
の
玄
関
口
と
し
て
琉

球
に
通
じ
て
い
た
歴
史
を
物
語
っ

て
い
ま
す
。

【
引
用
・
参
考
文
献
】

※
１
小
玉
正
任
『
民
俗
信
仰　

日
本
の

石
敢
當
』

※
２
高
橋
誠
一
「
石
敢
當
と
文
化
交
渉

－

奄
美
諸
島
を
中
心
と
し
て

－

」

　

調
査
の
結
果
、
石
敢
當
は
64
基

あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
分
布
密

度
か
ら
見
る
と
、
県
内
で
も
最
も

多
い
地
域
の
一
つ
と
言
え
る
で
し

ょ
う
。

　

町
区
と
福
元
区
に
は
、
な
ぜ
石

敢
當
が
多
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

石
敢
當
が
鹿
児
島
へ
伝
わ
っ
た

ル
ー
ト
は
、
中
国
か
ら
琉
球
へ
、

そ
し
て
薩
摩
藩
に
よ
る
琉
球
統
治

の
結
果
と
し
て
、
首
里
・
那
覇
か

ら
直
接
的
に
薩
摩
藩
へ
伝
わ
っ
た
、

と
す
る
説
が
あ
り
ま
す
。（
※
２
）

　

山
川
港
は
、
江
戸
時
代
の
鎖
国

体
制
の
中
、
薩
摩
藩
の
藩
港
と
し

て
当
時
外
国
で
あ
っ
た
琉
球
と
の

貿
易
の
窓
口
と
な
り
、
藩
の
経
済

を
支
え
て
い
ま
し
た
。
当
時
の
山

川
の
人
々
が
、
琉
球
の
文
化
や
風

習
に
触
れ
る
機
会
が
多
か
っ
た
こ

と
が
想
像
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
確
認
さ
れ
た
石
敢

當
の
９
割
は
、
福
元
を
産
地
と
す

る
黄
色
の
山
川
石
製
で
す
が
、
中

に
は
御
影
石
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

　

丁
字
路
な
ど
の
突
き
当
た
り
で
、

将
棋
の
駒
の
よ
う
な
形
を
し
た
石

造
物
を
見
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
「
石せ

っ
か
ん
と
う

敢
當
」
と
呼
ば

れ
る
、
中
国
を
起
源
と
す
る
魔
除

け
の
石
標
で
す
。
中
国
で
は
古
く

か
ら
、
丁
字
路
は
魔
物
が
横
行
す

る
場
所
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

石
敢
當
は
、
魔
物
が
突
き
当
た
り

を
直
進
し
て
屋
敷
内
に
侵
入
す
る

の
を
防
ぐ
た
め
に
建
て
ら
れ
た
と

言
わ
れ
、
こ
の
風
習
は
唐
の
時
代

ま
で
遡

さ
か
の
ぼる
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

日
本
に
お
け
る
石
敢
當
の
分
布

を
み
る
と
、
最
も
多
い
の
は
沖
縄

県
で
、
そ
の
数
は
１
万
基
を
超
え

て
い
ま
す
。
次
い
で
鹿
児
島
県
で

千
基
余
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。（※
１
）

中
で
も
、
山
川
港
の
周
辺
に
は
濃

密
に
分
布
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
市
で
は
、
平
成
26
年
に

町
区
と
福
元
区
を
対
象
と
し
て
、

両
区
に
あ
る
全
て
の
石
敢
當
の
記

録
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

いぶ
す
き

　

ま
る
ご
と
博
物
館（  

回
）
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山
川
港
の
歴
史
を
語
る
石
敢　

せ
� 

か
ん 

 

と
う

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

　市では、今年も「アロハ健幸ウオーク」を開催します。陸上競技場やなのはな館周辺の約 4kmを歩くコースで、
ウオーク後にはお楽しみ抽選会も行います。また、指宿に夏の到来を告げる「アロハ宣言」も同時開催。事前
申し込みは不要で、参加料は無料です。気軽に参加してください。
　なお、当日は皆さんから募集した知林ヶ島の「砂の道」の愛称発表もあります。

４月29日（水）８：30～
市営陸上競技場発着

○８：30～健幸鑑定団（健康チェックなど）
○10：00～アロハ健幸ウオーク＆アロハ宣言開会
※雨天時は指宿総合体育館で健康体操を行いますので、室内シューズを持参してください。
問い合わせ先　健康増進課健幸のまちづくり推進室（指宿保健センター内）　☎㉒2111（内線287）

アロハ健幸ウオーク
＆アロハ宣言 アロハシャツ着用で

ご参加を

報
恩

謝
徳

　

桜
の
開
花
便
り
が
北
上
し
は
じ

め
、
吹
き
抜
け
る
風
の
中
に
も
春

の
暖
か
さ
を
感
じ
る
頃
と
な
り
ま

し
た
。

　

四
季
折
々
の
風
情
を
楽
し
み
、

季
節
を
表
す
和
歌
に
は
、
日
本
人

の
感
性
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
ま

す
。
当
然
の
ご
と
く
四
季
は
巡
っ

て
き
ま
す
が
、
人
生
の
四
季
は
片

道
切
符
で
す
。
人
生
の
四
季
「
青

春
、
朱
夏
、
白
秋
、
玄
冬
」
精
一

杯
生
き
る
こ
と
は
、
次
代
を
生
き

て
い
く
子
ど
も
た
ち
に
何
か
を
残

し
て
い
く
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。

　

「
居
安
思
危
」
と
い
う
言
葉
が

あ
り
ま
す
。「
安
き
に
居
り
て
危
う

き
を
思
う
」
と
読
み
、
平
安
無
事

の
と
き
に
も
危
機
へ
の
対
応
を
怠

ら
な
い
、
と
い
う
意
味
で
す
。「
思

則
有
備
（
思
え
ば
す
な
わ
ち
備
え

あ
り
）」
と
続
き
、
さ
ら
に
「
有
備

無
患
（
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
）」

に
続
き
ま
す
。　

　

「
す
ま
ん
な
あ
！
お
前
一
人
に

な
る
な
。
い
い
か
、
こ
れ
か
ら
は
、

 

〝
お
か
げ
さ
ま
、
お
か
げ
さ
ま
〞

と
心
で
唱
え
て
生
き
て
い
き
な
さ

い
。
そ
う
す
る
と
必
ず
み
ん
な
が

助
け
て
く
れ
る
か
ら
〝
お
か
げ
さ

ま
〞
を
お
守
り
に
し
て
生
き
て
い

く
の
だ
よ
…
」

　
〝
お
か
げ
さ
ま
〞
の
言
葉
を
「
お

ま
も
り
」
と
し
て
旅
立
っ
た
親
の

言
葉
で
す
。
そ
の
言
葉
が
子
ど
も

の
心
に
光
を
灯
し
、
生
き
る
力
に

な
っ
て
い
き
ま
す
。「
お
か
げ
さ
ま
」

の
お
守
り
は
、
や
が
て
、
子
ど
も

を
幸
せ
に
し
て
く
れ
ま
す
。

　

親
な
ら
ば
一
人
前
に
な
る
ま
で

見
守
り
た
い
で
す
が
、
そ
れ
が
叶

わ
な
い
人
生
も
あ
り
ま
す
。

　

逆
縁
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

親
に
と
っ
て
子
ど
も
に
先
立
た
れ

る
程
、
苦
し
く
悲
し
い
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
４
年
。
癒

や
す
こ
と
の
で
き
な
い
、
そ
れ
ぞ

れ
の
悲
し
み
が
あ
り
ま
す
。
過
疎

が
進
み
、
近
所
に
空
き
屋
の
多
い

集
落
を
訪
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
寂
し
い
で
し
ょ
う
」
と
尋
ね
る

と
、
こ
ん
な
言
葉
が
返
っ
て
き
ま

し
た
。

　

「
空
き
家
が
多
く
な
っ
て
も
、

な
ん
と
か
生
活
は
で
き
ま
す
が
、

あ
い
さ
つ
を
す
る
相
手
が
い
な
い

と
い
う
の
は
つ
ら
い
も
ん
で
す
」

　
「
あ
り
が
と
う
。
お
か
げ
さ
ま
」

の
声
を
届
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
一

番
寂
し
い
で
す
。
人
と
い
う
漢
字

は
、
お
互
い
が
支
え
合
っ
て
生
き

て
い
く
と
の
意
味
の
よ
う
で
す
。

　

指
宿
の
美
し
い
浜
辺
を
散
歩
し

な
が
ら
、
先
の
東
日
本
大
震
災
の

時
の
よ
う
な
津
波
が
押
し
寄
せ
た

ら
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
、
と
思
う

こ
と
で
し
た
。

　

「
居
安
思
危
」、心
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

先
日
、
大
手
旅
行
口
コ
ミ
サ
イ

ト
の
「
行
っ
て
よ
か
っ
た
！
日
帰

り
温
泉
＆
ス
パ
２
０
１
５
」
が
発

表
さ
れ
、
ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
ド
露
天

風
呂
「
た
ま
て
箱
温
泉
」
が
２
年

連
続
の
日
本
一
に
輝
き
ま
し
た
。

こ
の
他
、
山
川
砂
む
し
温
泉
「
砂さ

湯ゆ

り里
」
が
14
位
、
砂
む
し
会
館

「
砂
楽
」
が
20
位
に
入
る
な
ど
、

指
宿
の
温
泉
施
設
が
上
位
に
選
ば

れ
る
う
れ
し
い
結
果
と
な
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
ら
の
ラ
ン
キ
ン
グ
を
み
て
、

指
宿
の
温
泉
に
興
味
を
持
っ
た
人

に
オ
ス
ス
メ
し
た
い
の
が
「
い
ぶ

す
き
極
上
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
以

下
、
極
上
体
験
）」で
す
。

　

極
上
体
験
は
、
温
泉
を
は
じ
め
、

ご
当
地
グ
ル
メ
や
デ
ィ
ナ
ー
、
エ

ス
テ
な
ど
全
13
種
類
の
中
か
ら
好

き
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
選
択
し
、
事

前
に
購
入
し
た
チ
ケ
ッ
ト
と
引
き

換
え
に
、
指
宿
を
お
得
に
満
喫
で

き
る
企
画
で
す
。

　

指
宿
に
来
た
お
客
様
に
い
ろ
い

ろ
な
魅
力
を
知
っ
て
ほ
し
い
、
そ

し
て
お
得
に
気
軽
に
観
光
を
楽
し

ん
で
ほ
し
い
と
の
思
い
か
ら
、
市

観
光
協
会
が
発
案
し
ま
し
た
。

　

チ
ケ
ッ
ト
は
、
1
枚
１
０
８
０

円
の
２
枚
つ
づ
り
で
販
売
さ
れ
て

い
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
、

必
要
枚
数
と
引
き
換
え
て
体
験
す

る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

誰
で
も
利
用
で
き
ま
す
の
で
、

プ
レ
ゼ
ン
ト
や
自
分
へ
の
ご
褒
美

に
、
湯
・
食
・
美
の
い
ぶ
す
き
極

上
体
験
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

■
主
な
販
売
場
所

○
指
宿
市
観
光
協
会

○
指
宿
市
総
合
観
光
案
内
所
（
Ｊ

Ｒ
指
宿
駅
構
内
）

問
い
合
わ
せ
先

観
光
課
観
光
企
画
係

☎
㉒
２
１
１
１（
内
線
３
２
６
）

光
を
観
せ
て
、
魅
せ
ら
れ
て

観
光
シ
リ
ー
ズ

　
お
得
に
楽
し
む
い
ぶ
す
き
極
上
体
験

46

春
は
花  

夏
ほ
と
と
ぎ
す  

秋
は
月

   

冬
雪
さ
え
て  

す
ず
し
か
り
け
り（
道
元
）

指
宿
市
長
　
豊
留 
悦
男

日時

場所
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まちの話題

Zoom up Ibusuki

ズームアップいぶすき

熱心に聞き入る参加者

目録を贈呈する卒業生たち

　２月23日、中央公民館で九州経済産業局などが主
催し、列車を活用した広域観光の可能性をテーマに
した夢たまプロジェクトフォーラムが開催されまし
た。南薩地域の観光振興発展を図ろうと、ホテルや
観光関係者など約90人が出席。観光列車と地域が連
携した取り組みや各地で活躍する著名人の活動紹介
などが行われました。また、パネルディスカッショ
ンも行われ、南薩観光の将来を熱く語り合いました。

　２月19日、北指宿中学校に平成２年の卒業生５人
が訪れ、テントが寄贈されました。後輩の成長を見
守る存在として、学校行事で役立ててほしいという
思いから、１月に開かれた同窓会で寄付を募りまし
た。校長室では、在学当事の思い出話に花が咲き、
母校を懐かしんでいました。目録を受け取った吉元
健さん（道上）は、「先輩方の気持ちを胸に大切に使
いたい」と話しました。

南 薩観光の未来を語る

後 輩の成長を夢見て

夢たまプロジェクトのフォーラムが開催

卒業生がテントを贈呈

多くの外国人観光客でにぎわう会場

受賞を喜ぶ東さん

　２月19日、砂むしの里「交流の広場」で中華圏か
らの観光客を歓迎しようと、春節フェスティバルが
行われました。春節は中国や台湾では、１年を通し
て最も重要な日にあたり、指宿にも多くの外国人観
光客が訪れます。会場では、焼酎の振る舞いや迫力
ある和太鼓演奏、フラの披露が行われました。フェ
スティバルの最後には花火も上がり、南国ムード漂
う指宿ならではの演出に盛り上がりを見せていました。

　２月16日、丹波小３年の東茉莉瑠さん（中小路）
が、「国土と交通に関する図画コンクール」で、最優
秀賞の国土交通大臣賞を受賞しました。全国から
1,992点もの応募があった今回の図画コンクール。
東さんは、観光特急「指宿のたまて箱」の乗客に手
を振る市民を描き、おもてなしに富むまち並みを表
わしたことが評価されました。東さんは、「全国で１
番の賞をもらえてうれしかったです」と話しました。

南 国ムードで盛り上がる

お もてなしのまちを表現

春節フェスティバル開催

東茉莉瑠さんが最優秀賞受賞

　

生
産
量
日
本
一
を
誇
る
指
宿
の

ソ
ラ
マ
メ
。
12
月
中
旬
頃
か
ら
出

荷
が
始
ま
り
、
全
国
へ
い
ち
早
く

春
の
訪
れ
を
告
げ
る
野
菜
と
し
て

人
気
が
高
い
。

　

潟
口
地
区
に
あ
る
「
オ
ネ
フ
ァ

ー
ム
」
は
、
有
機
堆
肥
な
ど
の
土

づ
く
り
に
こ
だ
わ
り
、
減
農
薬
栽

培
を
行
っ
て
い
る
オ
ク
ラ
と
ソ
ラ

マ
メ
の
生
産
農
家
だ
。

　

代
表
の
川
畑
貴
紀
さ
ん
（
写
真

中
央
）
は
、
Ｕ
タ
ー
ン
後
、
両
親

と
一
か
ら
農
業
を
始
め
、
試
行
錯

誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
少
し
ず
つ

栽
培
規
模
を
拡
大
し
て
き
た
。
そ

の
貴
紀
さ
ん
と
ス
タ
ッ
フ
と
共
に

運
営
に
あ
た
る
の
は
、
営
業
や
販

売
を
担
当
す
る
妻
の
章
子
さ
ん（
写

真
後
方
左
）。章
子
さ
ん
は
最
近
、

「
縁
」
を
感
じ
る
貴
重
な
出
会
い

が
あ
っ
た
と
い
う
。

　

そ
れ
は
、
昨
年
９
月
に
市
内
で

行
わ
れ
た
セ
ミ
ナ
ー
後
の
懇
親
会

の
席
で
の
出
来
事
。
講
師
と
し
て

招
か
れ
て
い
た
関
東
の
卸
問
屋
の

社
長
か
ら
、
偶
然
、
煮
豆
用
の
国

産
乾
燥
ソ
ラ
マ
メ
を
探
し
て
い
る

と
い
う
話
を
聞
い
た
。
夫
婦
は
早

速
、
収
穫
時
期
が
終
わ
っ
た
後
、

次
年
の
種
豆
と
し
て
乾
燥
さ
せ
た

ソ
ラ
マ
メ
を
送
っ
た
と
こ
ろ
、
お

い
し
い
煮
豆
が
出
来
上
が
っ
て
き

た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
社
長
の
講
演
を
聞

き
、
何
か
縁
を
感
じ
て
懇
親
会
ま

で
二
人
で
参
加
し
た
。
そ
の
お
か

げ
で
、
手
塩
に
か
け
た
ソ
ラ
マ
メ

に
、
ま
た
違
う
価
値
が
生
ま
れ
た
。

こ
の
出
会
い
に
心
か
ら
感
謝
し
た

い
」
当
時
の
感
動
が
蘇
っ
て
き
た

よ
う
だ
っ
た
。

　

オ
ネ
フ
ァ
ー
ム
の
ソ
ラ
マ
メ
を

使
用
し
た
煮
豆
「
お
た
ふ
く
豆
」

は
、
ほ
く
ほ
く
し
た
食
感
を
楽
し

め
る
。
お
正
月
料
理
や
お
茶
う
け

に
最
適
な
商
品
だ
。
現
在
は
、
主

に
関
東
地
域
で
販
売
さ
れ
て
い
る

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
出
会
い
の
縁
に

感
謝
す
る
意
味
を
込
め
た
「
縁
豆
」

と
し
て
、
鹿
児
島
で
も
販
売
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　

夫
婦
は
、「
私
た
ち
の
ソ
ラ
マ
メ

や
縁
豆
を
通
し
て
、
生
産
地
指
宿

の
名
が
全
国
へ
広
が
っ
て
ほ
し
い
」

と
、
新
た
な
縁
に
期
待
を
膨
ら
ま

し
て
い
る
。

問
い
合
わ
せ
先

商
工
水
産
課
特
産
品
振
興
係

☎
㉒
２
１
１
１（
内
線
３
１
４
）

全ての
　縁に感謝して
　 「縁豆（えにしまめ）」

特産品
シリーズ
VOL.22

　佐多岬近くの田尻港から出航している半潜水型の水中
展望船「さたでい号」で海中散歩はいかがですか？普段
は見ることのできない海中の景色や船上から見る佐多岬
灯台は格別です。
■出航時間

※出航は天候に左右されますので、乗船当日にご確認ください。

９：00 ９：50 10：40 11：30
12：50 13：40 14：30 15：20

■料金（乗船時間は約30分）
　大人　2,000円／人
　小人　1,000円／人
【問い合わせ先】
　さたでい号待合所
　☎0994-27-3355（直通）

まちの情報交換

フェリーなんきゅうに乗って出掛けよう

今月の話題

さたでい号で海中散歩
サンゴ

佐多岬 海中
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まちの話題

辞礼を受け取るサバナさん今後の活躍が楽しみな湯ノ口さん（左）

植樹をする生徒たち新しい本を手に喜ぶ児童たち

　３月１日、市のＡＬＴ（外国語指導助手）を務め
るセンス・サバナさんが１日消防署長に任命され、
春の火災予防運動に伴うＰＲを行いました。サバナ
さんは、消防車の点検や指令室などを視察。午後に
は、市内のスーパーを訪れた買い物客に外出時の火
の元確認を呼び掛けました。サバナさんは、「特別な
経験をさせてもらった。火事の恐ろしさや今日の体
験を子どもたちにも教えたい」と話しました。

　農山漁村男女共同参画優良活動表彰の「次世代を
担う若手地域リーダー部門」において、湯ノ口久仁
子さん（玉利）が、農林水産大臣政務官賞を受賞し
ました。夫と共に平成12年に就農した湯ノ口さんは、
女性ならではの視点を生かして幅広く活動している
ことが評価されました。３月９日、受賞報告に訪れ
た湯ノ口さんは、「指宿が農業に魅力的な環境である
ことを多くの人に伝えていきたい」と話しました。

　３月５日、ＪＲ指宿駅西口の広場に指宿養護学校
高等部の生徒ら22人がライチの植樹を行いました。
指宿を訪れた観光客に、南国ムード漂う指宿と、ト
ロピカルフルーツのＰＲをすることが目的です。生
徒たちは、根や枝を傷つけないよう慎重に土をかぶ
せ、合計21本の植樹をしました。３年の東亜里沙さ
んは、「貴重な体験をした。ライチと共に私たちも大
きく成長したい」と話しました。

　３月13日、今和泉小で株式会社「指商」が、児童
たちに本を贈呈しました。指商の地域貢献活動とし
て、２月の臨時株主総会で決定。指商の西川路瑠璃
華さん（木之下）が、「私たちが働いたお金で買った
もの。みんなでたくさん読んでほしい」とあいさつ
したあと、代表の生徒たちに絵本などの児童書12冊
を贈呈しました。６年の永山愛笑さん（永吉）は、
「みんなで大切に読みます」と話しました。

春 の火災予防運動実施新 たな目線で地域を担う

観 光客に南国のイメージを会 社の利益を地域に還元

ＡＬＴのサバナさん１日消防署長農山漁村男女共同参画優良活動で表彰

指宿養護学校生らがライチを植樹株式会社「指商」が本を贈呈

新たなビジネスチャンスを模索イベントを盛り上げるフラ

記念品を受け取る中村さん（左）と鎌田さん卒業証書を手に巣立つ卒業生

　２月23日、指宿保健センターで指宿ヘルスケアを
考える会が行われました。この会は、地域資源を活
用した食と健康づくりについて、市内の関係機関が
意見交換を行い、新たな事業の創出を検討していき
ます。水産加工業者や食生活改善推進委員など約50
人が出席。人口減少によるヘルスケアビジネスの重
要性やかつお節の出汁に注目した健康づくりなどの
講演が行われ、参加者は熱心にメモを取っていました。

　潮の干満により砂の道（砂州）が現われ、歩いて
渡ることができる知林ヶ島。３月から渡島シーズン
を迎えることから、そのＰＲと渡島者の安全祈願の
ため、３月８日、田良浜で砂州開きイベントが開催
されました。男性による古典フラでの神事や、女性
フラでの見送り、貝殻絵馬や絵葉書の配布が行われ、
多くの参加者が潮風を感じながら、知林ヶ島への渡
島を楽しみました。

　３月４日、市役所で自衛隊入校・入隊予定者の激
励会が行われました。今年は中村啓佑さん（前原上）
と鎌田慎也さん（潟口）の２人が自衛官として入校・
入隊します。市防衛協会の豊留悦男会長が、「初心を
忘れることなく、故郷を思いながら誇りをもって頑
張ってほしい」と激励したあと、記念品を贈呈しま
した。中村さんは、「一人前の自衛官になるために、
日々精進して親孝行をしたい」と抱負を話しました。

　市内の各学校で卒業式があり、小・中学校、合わ
せて17校709人が卒業を迎えました。３月12日に行
われた北指宿中の卒業式では、児玉秀義校長より「こ
の学校で育んだ感謝する気持ちを胸に大きく羽ばた
いてください」と、生徒一人ひとりに卒業証書が手
渡されました。森川夏美さん（宮之前）は、「どんな
時でも支えてくれた全ての人に、ありがとうと言い
たい」と答辞を述べ、母校を後にしました。

健 康への第一歩を踏み出す砂 州開きで安全祈願

日 本を背負う自衛官感 謝を胸に母校と別れ

指宿ヘルスケアを考える会が開催知林ヶ島の渡島シーズン到来

自衛隊入校・入隊予定者を激励市内の各学校で卒業式

Zoom up Ibusuki

ズームアップいぶすき
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脳
の
老
化
を
防
ぐ「
読
み
書
き
」

や
「
計
算
」
で
、
脳
に
良
い
こ
と

を
始
め
ま
せ
ん
か
。

※
高
齢
者
元
気
度
ア
ッ
プ
・
ポ
イ

　

ン
ト
事
業
の
対
象
で
す
。

■
期
間　

５
月
か
ら
６
カ
月
間　

　

（
毎
週
１
回
）

■
時
間　

10
時
〜（
１
時
間
程
度
）

■
場
所
（
開
催
曜
日
）

○
指
宿
地
域　

丹
波
校
区
公
民
館

（
毎
週
火
曜
日
）

○
山
川
地
域　

福
元
公
民
館
（
毎

　

週
水
曜
日
）

○
開
聞
地
域　

農
村
環
境
改
善
セ

　

ン
タ
ー
（
毎
週
木
曜
日
）

■
対
象　

65
歳
以
上

■
定
員　

各
16
人
（
平
成
26
年
度

　

参
加
し
た
人
を
除
く
。）

■
教
材
費　

毎
月
１
１
０
０
円

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

　

で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

４
月
17
日（
金
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
㉒
２
１
１
１（
内
線
２
５
２
）

問
い
合
わ
せ
先

　

日
舞
雅
流
雅
会（
湯
之
上
）

　

☎
㉒
２
８
５
３

　

指
宿
図
書
館
で
は
、
戦
後
70
年

と
な
る
今
年
、「
戦
後
70
年
の
記
憶

〜
指
宿
海
軍
基
地
〜
」
と
題
し
た

企
画
展
を
開
催
予
定
で
す
。

　

そ
こ
で
、
指
宿
海
軍
基
地
に
関

す
る
情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

指
宿
海
軍
基
地
に
つ
い
て
は
、

聞
き
取
り
や
資
料
を
持
っ
て
い
る

人
か
ら
借
り
て
複
製
し
、
資
料
の

作
成
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
情
報
は
と
て
も
少
な
く
こ
の

機
会
に
さ
ら
に
情
報
収
集
に
努
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

指
宿
海
軍
基
地
に
関
係
の
あ
る

資
料
や
情
報
を
持
っ
て
い
る
人
は
、

指
宿
図
書
館
ま
で
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

■
募
集
期
間　

４
月
１
日（
水
）〜

　

30
日（
木
）

問
い
合
わ
せ
先

　

指
宿
図
書
館

　

☎
㉓
２
８
２
７

まちの話題

井上　ナミヱさん 山𦚰　カスミさん 福元　ミキさん

　３月19日、中央公民館で指宿市民歌「希望あらた
に」のＰＲ動画の完成試写会が行われました。市内
の女性９人でつくる美塾篤姫（今奈良恵会長）が、
市民に協力をもらいながら約１年かけて制作。動画
は、南国ムードあふれる曲調に合わせて市民が元気
よく踊っています。今奈良さんは、「動画を見て指宿
市民の雰囲気や心温まる良さを多くの人に知っても
らい、市民歌が浸透すればうれしい。協力していた
だいた皆さんに感謝の気持ちでいっぱいです」と完
成の喜びを話しました。

　このたび３人が満100歳を迎え、市と市社会福祉協議会は祝い金と記念品を贈り、長寿を祝いました。
　井上ナミヱさん（松原）は２月15日生まれで、現在、赤崎病院で穏やかに過ごしています。長寿の秘けつを
尋ねると、「喜怒哀楽がはっきりしており，足腰が丈夫だったからでしょうか」（親族談）と話してくれました。
　山𦚰カスミさん（徳光苑）は３月５日生まれで現在、徳光苑で元気に過ごしています。長寿の秘けつを尋ね
ると、「畑仕事が好きで、子どもたちに野菜類を送ることに生きがいを感じていたからでしょうか」（親族談）と
話してくれました｡
　福元ミキさん（玉利）は３月13日生まれで現在、千寿園ケアホームで元気に過ごしています。長寿の秘けつ
を尋ねると、「よく笑い、楽しく喋り、おいしくなんでも食べていたからでしょうか」（親族談）と話してくれま
した。
　いつまでも元気で長生きしてください。

市 民歌ＰＲ動画が完成

い つまでも長生きを

みんなで歌って踊ろう！

100歳長寿を祝う

フラを披露する美塾篤姫のメンバー

❶スマートフォンアプリ「COCOAR2」を下記から無料ダウンロードし、起動させます!!

❷アプリを起動したまま、上の「  」のついた写真にスマートフォンをかざしてください。
認識（スキャン）が完了すると、データがダウンロードされ動画が始まります!!
※ご使用の際は電波の良い場所でご使用ください。※機種によってはご使用できない場合がございます。
※視聴の際のパケット通信料はお客様のご負担となりますので、各社パケット定額サービスへのご加入を推奨いたします。

動画が見られます!!

動画が見られるヨ

情報掲示板

■
日
時　

４
月
19
日（
日
）９
時
〜

■
場
所　

か
い
も
ん
山
麓
ふ
れ
あ

　

い
公
園
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
場

■
対
象　

中
学
生
以
上

■
参
加
料　

○
大
人　

１
０
０
０
円

○
中
学
生
〜
大
学
生　

５
０
０
円

■
定
員　

24
人
（
定
員
に
な
り
次

第
、
締
め
切
り
ま
す
。）

■
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
直
接

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

４
月
16
日（
木
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

か
い
も
ん
山
麓
ふ
れ
あ
い
公
園

　

☎
32
５
５
６
６

■
日
時　

４
月
26
日（
日
）

○
開
場
11
時

○
開
演
13
時

■
場
所　

市
民
会
館

■
内
容　

日
本
舞
踊
、
三
味
線
、

　

大
正
琴　

な
ど

■
入
場
料　

無
料

催
し

健
幸
ふ
れ
あ
い

パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

指
宿
芸
能
の
会

芸
能
の
祭
典

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

１ 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23

25 26 27 28 29 30

5月
2015

25 26 27 28 29

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30

4月
2015

24
31

募
集

指
宿
海
軍
基
地
の
情
報

　

市
で
は
、
次
の
人
を
対
象
に
、

「
温
泉
入
浴
利
用
券
」
を
発
行
し

て
い
ま
す
。

■
対
象　

市
内
居
住
の
65
歳
以
上

　

の
人
ま
た
は
身
体
障
害
者
手
帳

　

を
所
有
す
る
人

■
対
象
施
設

○
ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
ド（
温
泉
の
み
）

○
レ
ジ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
か
い
も
ん

■
助
成
内
容　

１
回
に
つ
き
２
０

　

０
円
（
年
間
48
回
ま
で
）

■
申
込
方
法　

申
し
込
み
先
で
受

　

け
付
け
ま
す
。
事
前
に
電
話
連

　

絡
を
す
れ
ば
、
発
行
ま
で
の
時

　

間
が
短
縮
で
き
ま
す
。

■
有
効
期
限　

発
行
日
か
ら
平
成

　

28
年
３
月
31
日
ま
で

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

○
健
康
増
進
課
健
康
保
険
係

　

☎
㉒
２
１
１
１（
内
線
２
８
４
）

○
山
川
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福

祉
係

　

☎
34
１
１
１
３

○
開
聞
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福

祉
係

　

☎
32
３
１
１
１（
内
線
１
３
１
）

脳
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

楽
習
教
室
の
参
加
者

温
泉
入
浴
利
用
料
の

一
部
を
助
成

お
知
ら
せ

Daisuki　■■■■ 　 ■■■■　Ibusuki　■■■■ 　 ■■■■　Daisuki　■■■■ 　 ■■■■　Ibusuki　■■■■ 　 ■■■■　Daisuki　■■■■ 　 ■■■■　Ibusuki　■■■■ 　 ■■■■　Daisuki　■■■■ 　 ■■■■　Ibusuki　■■■■ 　 ■■■■　Daisuki　■■■■ 　 ■■■■　Ibusuki　■■■■ 　 ■■■■　Daisuki　■■■■ 　 ■■■■　Ibusuki　■■■■ 　 ■■■■　Daisuki　■■■■ 　 ■■■■　Ibusuki　■■■■ 　 ■■■■　Daisuki　■■■■ 　 ■■■■　Ibusuki　■■■■ 　 ■■■■　Daisuki　■■■■ 　 ■■■■　Ibusuki　■■■■ 　 ■■■■　Daisuki　■■■■ 　 ■■■■　Ibusuki　■■■■ 　 ■■■■　Kouhou　

Daisuki　■■■■ 　 ■■■■　Ibusuki　■■■■ 　 ■■■■　Daisuki　■■■■ 　 ■■■■　Ibusuki　■■■■ 　 ■■■■　Daisuki　■■■■ 　 ■■■■　Ibusuki　■■■■ 　 ■■■■　Daisuki　■■■■ 　 ■■■■　Ibusuki　■■■■ 　 ■■■■　Daisuki　■■■■ 　 ■■■■　Ibusuki　■■■■ 　 ■■■■　Daisuki　■■■■ 　 ■■■■　Ibusuki　■■■■ 　 ■■■■　Daisuki　■■■■ 　 ■■■■　Ibusuki　■■■■ 　 ■■■■　Daisuki　■■■■ 　 ■■■■　Ibusuki　■■■■ 　 ■■■■　Daisuki　■■■■ 　 ■■■■　Ibusuki　■■■■ 　 ■■■■　Daisuki　■■■■ 　 ■■■■　Ibusuki　■■■■ 　 ■■■■　Kouhou　
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生
活
困
窮
者
の
早
期
自
立
を
支

援
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
４
月
か

ら
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
が
施

行
さ
れ
ま
す
。

　

経
済
的
な
理
由
や
生
活
に
困
っ

て
い
る
人
な
ど
に
対
し
、
自
立
相

談
を
行
い
ま
す
。
支
援
相
談
員
が
、

相
談
者
と
一
緒
に
課
題
な
ど
を
整

理
し
て
、
自
立
し
た
生
活
を
営
め

る
よ
う
人
的
支
援
を
行
い
ま
す
。

■
相
談
場
所

　

地
域
福
祉
課
援
護
係

　

離
職
に
よ
り
住
宅
を
失
っ
た
、

ま
た
は
そ
の
恐
れ
が
高
く
生
活
に

困
っ
て
い
る
人
で
、
所
得
な
ど
が

一
定
水
準
以
下
の
人
に
対
し
て
、

給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

■
対
象　

申
請
時
に
、
次
の
要
件

　

を
全
て
満
た
す
人
。

○
離
職
後
２
年
以
内
で
65
歳
未
満

○
離
職
前
に
世
帯
内
で
主
た
る
生

　

計
維
持
者
で
あ
っ
た

を
所
有
す
る
人

■
対
象
施
設

　

砂
む
し
会
館
「
砂
楽
」
の
み

■
利
用
回
数　

年
24
回
以
内

※
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で

■
利
用
時
間　

平
日
９
時
〜
12
時
、

　

13
時
〜
15
時

※
土
、
日
、
祝
日
（
年
末
年
始
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
、
お
盆
、

繁
忙
期
な
ど
）
は
利
用
者
が
多

い
た
め
、
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
込
方
法　

住
所
、
年
齢
な
ど

が
確
認
で
き
る
も
の
（
被
保
険

　

者
証
、
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
）

　

を
「
砂
楽
」
受
付
に
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

○
医
師
か
ら
入
浴
に
支
障
が
あ
る

と
診
断
さ
れ
て
い
る
人
は
、
遠

慮
し
て
く
だ
さ
い
。

○
入
浴
券
の
み
の
発
行
は
行
い
ま

せ
ん
。
入
浴
時
に
発
行
の
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
貸
浴
衣
代
、
タ
オ
ル
代
は
、
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
。

○
「
砂
む
し
温
泉
利
用
券
」
は
、

綴
り
か
ら
切
り
離
さ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

○
砂
む
し
会
館
「
砂
楽
」

　

☎
㉓
３
９
０
０

○
長
寿
介
護
課
高
齢
者
福
祉
係

　

☎
㉒
２
１
１
１（
内
線
２
５
５
）

■
価
格　

１
ℓ
当
た
り
20
円
（
１

人
１
０
０
ℓ
ま
で
）

※
き
れ
い
に
洗
っ
た
容
器
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

※
で
き
る
だ
け
お
釣
り
が
要
ら
な

い
よ
う
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

■
購
入
条
件　

市
内
居
住
者
で
、

使
用
場
所
が
市
内
の
農
場
や
家

庭
菜
園
な
ど
で
あ
る
こ
と

■
そ
の
他　

こ
の
Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｅ
Ｎ
Ｚ

Ａ
は
、
特
殊
肥
料
と
し
て
届
け

出
て
い
る
た
め
、
出
荷
・
販
売

な
ど
を
行
う
農
作
物
へ
も
使
用

で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

○
市
地
域
女
性
団
体
連
絡
協
議
会

　

会
長　

伊
佐

　

☎
34
０
４
０
８

○
農
政
課
畜
産
係
（
い
ぶ
す
き
農

　

業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
㉒
２
１
１
１（
内
線
７
１
６
）

■
対
象　

市
内
居
住
の
65
歳
以
上

の
人
ま
た
は
身
体
障
害
者
手
帳

　

市
地
域
女
性
団
体
連
絡
協
議
会

と
市
で
は
、
畜
産
や
園
芸
向
け
に

Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｅ
Ｎ
Ｚ
Ａ
を
製
造
・
販
売

し
て
い
ま
す
。

　

Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｅ
Ｎ
Ｚ
Ａ
と
は
、
乳
酸

菌
・
納
豆
菌
・
酵
母
菌
を
発
酵
培

養
さ
せ
た
も
の
で
、
臭
気
軽
減
や

堆
肥
の
発
酵
促
進
な
ど
の
効
果
が

あ
り
、
畜
産
業
や
園
芸
な
ど
に
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
菜
園
や
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
な

ど
農
業
以
外
の
利
用
で
も
購
入
で

き
ま
す
。

■
販
売
日
程

■
販
売
時
間　

10
時
〜
14
時

■
場
所　

山
川
農
業
セ
ン
タ
ー

　

（
西
大
山
駅
近
く
、
山
川
西
中

　

学
校
跡
地
）

○
申
請
者
お
よ
び
生
計
を
一
と
す

る
同
居
の
親
族
の
預
貯
金
の
合

計
が
１
０
０
万
円
以
下
で
あ
る

○
就
労
能
力
お
よ
び
常
用
就
労
の

意
欲
が
あ
り
、
自
立
相
談
や
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
で
の
職
業
相
談
な

ど
の
就
職
活
動
を
行
う
こ
と

○
同
居
の
親
族
な
ど
が
国
や
地
方

自
治
体
が
行
っ
て
い
る
同
様
の

貸
し
付
け
や
給
付
を
受
け
て
い

な
い

○
申
請
者
お
よ
び
生
計
を
一
と
す

る
同
居
親
族
の
い
ず
れ
も
が
暴

力
団
員
で
は
な
い

■
支
給
限
度
額

○
単
身
世
帯　

月
２
万
４
２
０
０
円

○
複
数
世
帯　

月
３
万
１
５
０
０
円

■
支
給
期
間　

原
則
３
カ
月
間

■
支
給
方
法　

支
給
決
定
後
、
直

　

接
家
主
な
ど
に
振
り
込
み
ま
す
。

■
そ
の
他　

申
請
月
の
世
帯
収
入

　

合
計
額
に
限
度
額
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く

　

だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
福
祉
課
援
護
係

　

☎
㉒
２
１
１
１（
内
線
２
７
７
）

砂
む
し
温
泉
「
砂
楽
」

の
無
料
入
浴
券

自
立
相
談
を
行
い
ま
す

生
活
困
窮
者
の
自
立
支
援

住
居
確
保
給
付
金

Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｅ
Ｎ
Ｚ
Ａ
の

販
売
日
程

販売日
４月 15日(水) ―
５月 10日(日) 27日(水)
６月 14日(日) ―
７月 ５日(日) 22日(水)
８月 ５日(水) ―
９月 ２日(水) 27日(日)

情報掲示板 Information

　

地
域
住
民
に
よ
る
安
全
・
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
の
促
進
を
図
る
た

め
、
交
流
・
学
習
の
場
と
し
て
活

用
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
民
協
働
課
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
推
進
係

　

☎
㉒
２
１
１
１（
内
線
２
１
１
）

　

交
通
事
故
に
関
す
る
損
害
調
査

や
後
遺
障
害
の
等
級
認
定
手
続
き
、

損
害
賠
償
額
の
試
算
・
治
療
、
後

遺
症
な
ど
に
関
す
る
不
安
や
悩
み

な
ど
、
交
通
事
故
に
関
す
る
全
て

の
相
談
が
可
能
で
す
。

　

な
お
、
相
談
は
事
前
に
予
約
し

た
人
を
優
先
し
ま
す
。

■
日
時　

４
月
18
日（
土
）

　

10
時
〜
15
時

■
場
所　

市
民
会
館
小
会
議
室

　　

身
体
障
害
者
手
帳
や
療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
な
ど

の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
は
、
軽

自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

　

減
免
を
受
け
る
た
め
に
は
、
申

請
が
必
要
で
す
。
申
請
書
は
各
庁

舎
税
務
課
窓
口
に
設
置
し
て
い
ま

す
。
対
象
と
な
る
条
件
が
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

※
４
月
は
軽
自
動
車
税
の
納
期
で

　

す
。
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
、

　

早
め
に
納
付
し
ま
し
ょ
う
。

■
申
請
締
切
日  

４
月
23
日（
木
）

問
い
合
わ
せ
先

○
税
務
課
市
民
税
係

　

☎
㉒
２
１
１
１（
内
線
２
２
３
）

○
山
川
支
所
市
民
福
祉
課
税
務
係

　

☎
34
１
１
１
８

○
開
聞
支
所
市
民
福
祉
課
税
務
係

　

☎
32
３
１
１
１（
内
線
１
１
１
）

　
（
一
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
は
、

宝
く
じ
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し

て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
な
ど
に

助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
を
活
用
し
て
、
山
川

町
区
公
民
館
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
固
定
資
産
税
納
税
者

の
土
地
お
よ
び
家
屋
価
格
等
縦
覧

帳
簿
の
縦
覧
を
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
固
定
資
産
税
の
納
税
義

務
者
に
は
、
評
価
額
や
税
額
な
ど

を
記
載
し
た
課
税
明
細
書
を
４
月

初
旬
に
発
送
す
る
予
定
で
す
。

※
た
だ
し
、
国
会
に
お
け
る
地
方

税
法
の
改
正
日
程
次
第
で
は
、

課
税
明
細
書
を
固
定
資
産
税
納

税
通
知
書
と
併
せ
て
５
月
初
旬

に
送
付
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
期
間　

４
月
１
日（
水
）〜
６
月

１
日（
月
）

※
土
、
日
、
祝
日
は
除
く

■
時
間　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

縦
覧
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

○
税
務
課
固
定
資
産
税
係

　

☎
㉒
２
１
１
１（
内
線
２
２
７
）

○
山
川
支
所
市
民
福
祉
課
税
務
係

　

☎
34
１
１
１
８

○
開
聞
支
所
市
民
福
祉
課
税
務
係

　

☎
32
３
１
１
１（
内
線
１
１
１
）

　　

県
行
政
書
士
会
指
宿
支
部
で
は
、

無
料
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。
身

近
な
相
談
ご
と
な
ど
誰
で
も
気
軽

に
相
談
で
き
ま
す
。

■
期
日

○
４
月
16
日（
木
）

○
５
月
21
日（
木
）

■
時
間　

13
時
〜
16
時

■
場
所　

中
央
公
民
館
２
階
小
会

　

議
室

※
緑
色
の
「
の
ぼ
り
旗
」
が
目
印

　

で
す
。

■
相
談
内
容

相
続
・
贈
与
・
遺
産
相
続
協
議

書
、
車
事
故
・
自
動
車
事
故
損

害
賠
償
請
求
・
車
庫
証
明
・
登

録
、
離
婚
・
慰
謝
料
・
養
育
費

請
求
、
分
筆
・
土
地
境
界
、
公

正
証
書
・
遺
言
書
作
成
、
各
内

容
証
明
作
成
、
成
年
後
見
人
、

外
国
人
の
入
管
手
続
き
・
登
録

な
ど

※
相
談
者
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

　

ま
す
。

■
相
談
員　

県
行
政
書
士
会
指
宿

　

支
部
会
員

問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
行
政
書
士
会　

　

指
宿
支
部
長　

松
﨑
勲

　

☎
㉒
６
８
１
１

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
交
通
事
故
被
害
者
救
済

推
進
協
会
南
薩
地
区
担
当　

有
田
ム
ツ
ミ

☎
０
９
９-
３
４
５-

１
０
８
９

　

丹
波
小
学
校
近
く
で
活
動
し
て

い
る
障
害
児
通
所
支
援
事
業
所
の

わ
か
ば
は
、
５
月
に
な
の
は
な
館

近
く
に
移
転
し
ま
す
。

　

今
後
は
、
児
童
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
と
し
て
「
総
合
支
援
セ
ン
タ

ー
わ
か
ば
」
に
改
名
し
ま
す
。
気

軽
に
、
相
談
や
見
学
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

わ
か
ば

　

☎
㉖
３
５
０
２

県
行
政
書
士
会
の

無
料
相
談
会

固
定
資
産
税
の
縦
覧

軽
自
動
車
税
の

減
免
申
請

宝
く
じ
助
成
事
業
の

活
用

交
通
事
故
無
料
相
談
会

わ
か
ば
の
移
転

山川町区公民館
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介
護
報
酬
の
改
定

　

介
護
報
酬
の
改
定
に
伴
い
、
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
と

き
に
支
払
う
金
額
が
変
更
さ
れ
ま

す
。

※通常規模型の施設／７～９時間未満の利用の場合

通所介護（デイサービス）の目安
（単位　円）

介
護
保
険
制
度
が
変
わ
り
ま
す

平
成
27
年
4
月
か
ら

「
高
齢
者
が
住
み
な
れ
た
地
域
で
生
活
を
続
け
ら
れ
る
た
め

の
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
」
と
「
制
度
を
維
持
し
て
い
く
た
め
の

費
用
負
担
の
公
平
化
」
な
ど
を
図
る
た
め
、
４
月
か
ら
介
護

保
険
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。介

護
老
人
福
祉
施
設
の
入
所
基
準

　

介
護
老
人
福
祉
施
設
（
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
）
へ
の
新
規
入
所

は
、
原
則
と
し
て
要
介
護
３
以
上

の
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
人
は
利

用
者
負
担
が
２
割
に
な
り
ま
す

　

本
人
の
合
計
所
得
金
額
が
１
６

０
万
円
以
上
の
人
は
、
利
用
者
負

担
が
２
割
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
年
金
収
入
と
そ
の
他

の
合
計
所
得
金
額
の
合
計
が
、
単

身
世
帯
で
２
８
０
万
円
未
満
、
65

歳
以
上
（
第
１
号
被
保
険
者
）
の

人
が
２
人
以
上
い
る
世
帯
で
３
４

６
万
円
未
満
の
人
の
利
用
者
負
担

は
、
１
割
の
ま
ま
と
な
り
ま
す
。

介
護
保
険
負
担
割
合
証

が
発
行
さ
れ
ま
す

　

一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
人
が

２
割
負
担
に
な
る
の
に
伴
っ
て
、

利
用
者
負
担
の
割
合
（
１
割
ま
た

は
２
割
）
が
記
載
さ
れ
た
「
介
護

保
険
負
担
割
合
証
」が
、要
支
援
、

要
介
護
の
認
定
を
受
け
た
人
全
員

に
発
行
（
７
月
中
旬
〜
下
旬
送
付

予
定
）
さ
れ
ま
す
。
介
護
保
険
サ

ー
ビ
ス
利
用
の
際
に
は
、
介
護
保

険
被
保
険
者
証
と
と
も
に
「
介
護

保
険
負
担
割
合
証
」
を
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。

低
所
得
の
施
設
利
用
者
の
食
費
・

居
住
費

　

低
所
得
の
施
設
利
用
者
の
う
ち
、

配
偶
者
が
住
民
税
課
税
者
ま
た
は

預
貯
金
な
ど
が
一
定
額
（
単
身
１

千
万
円
、
夫
婦
２
千
万
）
を
超
え

る
場
合
は
、
食
費
・
居
住
費
の
補

助
は
あ
り
ま
せ
ん
。

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

　

同
じ
月
に
利
用
し
た
介
護
保
険

の
利
用
者
負
担
が
一
定
額
を
超
え

た
と
き
に
支
給
さ
れ
る
「
高
額
介

護
サ
ー
ビ
ス
費
」
の
利
用
者
負
担

段
階
区
分
（
所
得
な
ど
に
応
じ
た

区
分
）に
、「
現
役
並
み
所
得
者（
同

一
世
帯
に
課
税
所
得
１
４
５
万
円

以
上
の
人
が
い
て
、
年
収
が
単
身

３
８
３
万
円
以
上
、
複
数
５
２
０

万
円
以
上
）」が
新
設
さ
れ
、
上
限

額
が
変
わ
り
ま
す
。

「
介
護
予
防
訪
問
介
護
」、「
介
護

予
防
通
所
介
護
」が
、「
新
し
い
総

合
事
業
」
に
移
行

　

こ
れ
ま
で
介
護
予
防
給
付
（
要

支
援
１
・
２
）
で
行
わ
れ
て
い
た

介
護
予
防
訪
問
介
護
と
介
護
予
防

通
所
介
護
は
、「
新
し
い
総
合
事
業
」

と
し
て
平
成
29
年
４
月
か
ら
行
わ

れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く

　

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

長
寿
介
護
課
介
護
保
険
係

　

☎
㉒
２
１
１
１（
内
線
２
５
３
）

　

県
で
は
、
平
成
27
年
度
銃
砲
刀

剣
類
の
登
録
審
査
を
行
い
ま
す
。

　

美
術
品
ま
た
は
骨
董
品
と
し
て

価
値
の
あ
る
古
式
銃
砲
も
し
く
は

刀
剣
類
を
所
有
す
る
場
合
に
は
、

警
察
署
へ
届
け
出
を
済
ま
せ
た
後
、

県
教
育
委
員
会
が
開
催
す
る
登
録

審
査
会
で
登
録
審
査
を
受
け
、
登

録
証
の
交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

■
登
録
審
査
日

　

第
１
回　

５
月
12
日（
火
）

　

第
２
回　

７
月
14
日（
火
）

　

第
３
回　

９
月
８
日（
火
）

　

第
４
回　

11
月
10
日（
火
）

　

第
５
回　

平
成
28
年
１
月
12
日

　
（
火
）

■
時
間

①
10
時
〜
12
時

②
13
時
〜
14
時
30
分

■
場
所　

県
青
少
年
会
館
（
鹿
児

　

島
市
鴨
池
新
町
１-

８
）

※
猟
銃
や
軍
刀
な
ど
を
個
人
が
所

有
す
る
場
合
は
、
住
所
地
を
管

轄
す
る
警
察
署
へ
の
届
出
を
済

ま
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課
文
化
係
（
時
遊
館

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ
内
）

　

☎
㉓
５
１
０
０

銃
や
刀
は
登
録
を

改正前 改正後
要介護１ 695 656
要介護２ 817 775
要介護３ 944 898
要介護４ 1,071 1,021
要介護５ 1,197 1,144

８
月
か
ら
施
行

４
月
か
ら
施
行

平
成
29
年
４
月
か
ら
施
行

　

市
で
は
、
市
内
へ
の
定
住
を
促

進
す
る
た
め
、
市
内
に
住
宅
を
新

築
ま
た
は
購
入
し
た
転
入
者
に
対

し
助
成
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
、
対
象
地
域
お
よ
び

対
象
年
齢
を
拡
大
し
ま
す
。

■
対
象
地
域　
市
内
全
域

■
対
象
要
件

　

次
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
に
該

当
す
る
世
帯
責
任
者
が
、
転
入
日

の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
以
内

に
申
請
し
た
場
合
に
、
助
成
金
を

交
付
し
ま
す
。
平
成
32
年
３
月
31

日
ま
で
に
転
入
し
た
人
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

○
定
住
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

転
入
し
た
人
で
、
当
該
世
帯
全

員
が
一
度
も
本
市
（
旧
３
市
町

を
含
む
）
の
住
民
基
本
台
帳
に

記
録
さ
れ
た
こ
と
が
な
い

○
市
内
に
床
面
積
50
㎡
以
上
の
住

宅
を
新
築
、
ま
た
は
床
面
積
50

㎡
以
上
の
住
宅
を
購
入
し
た

○
配
偶
者
ま
た
は
義
務
教
育
終
了

前
の
子
ど
も
が
い
る

○
転
入
日
に
65
歳
以
下
で
あ
る

※
世
帯
責
任
者
と
は
、
世
帯
の
中

で
主
に
世
帯
の
生
計
を
維
持
し

て
い
る
人
の
こ
と
で
す
。

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
と

微
小
粒
子
状
物
質（
P
M
２
・
５
）

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
注
意
！！

　

近
年
、
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト

や
Ｐ
Ｍ
２
・
５
の
注
意
報
が
発
令

さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
ど
ち
ら
も
３
月
〜
５
月
に
濃

度
が
高
く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
特
に
注
意

が
必
要
で
す
。

　

工
場
や
自
動
車
か
ら
排
出
さ
れ

る
窒
素
酸
化
物
や
炭
化
水
素
な
ど

が
、
太
陽
か
ら
の
紫
外
線
に
よ
っ

て
光
化
学
反
応
を
起
こ
し
発
生
す

る
物
質
で
、
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の

原
因
と
な
り
ま
す
。
一
定
濃
度
以

上
に
な
る
と
、
目
が
ち
か
ち
か
し

た
り
、
の
ど
が
痛
く
な
っ
た
り
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

自
動
車
の
排
ガ
ス
や
工
場
・
事

業
場
か
ら
出
る
煙
に
含
ま
れ
る
硫

黄
酸
化
物
、
窒
素
酸
化
物
な
ど
で
、

大
気
中
に
漂
う
粒
子
状
物
質
の
う

ち
、
粒
子
の
大
き
さ
が
２
．
５
μm

（
１
μm
＝
０
・
０
０
１
㎜
）
以
下

の
小
さ
な
粒
子
の
こ
と
で
す
。
光

化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
と
違
い
、
の

ど
の
痛
み
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
が
、
長
期
的
に
見
る
と
呼

吸
器
系
、
循
環
器
系
へ
の
影
響
が

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
や
Ｐ
Ｍ

２
・
５
が
一
定
濃
度
以
上
に
な
る

と
、
県
が
注
意
報
を
発
令
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

発
令
さ
れ
た
場
合
は
、
防
災
無

線
な
ど
で
通
じ
て
市
民
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
注
意
報
が
発
令
さ
れ

た
か
ら
と
い
っ
て
、
す
ぐ
に
健
康

に
影
響
が
あ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
不
要
不
急
の
外
出
や
、

屋
外
で
の
激
し
い
運
動
は
で
き
る

限
り
控
え
て
く
だ
さ
い
。

　

県
で
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
鹿

児
島
県
の
大
気
環
境
状
況
」
に
お

い
て
、
大
気
汚
染
物
質
等
の
毎
時

の
速
報
値
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
サ
イ
ト
で
光
化
学
オ

キ
シ
ダ
ン
ト
や
Ｐ
Ｍ
２
・
５
の
メ

ー
ル
配
信
登
録
を
す
る
と
、
注
意

報
な
ど
が
発
令
さ
れ
た
場
合
に
、

そ
の
情
報
を
メ
ー
ル
で
受
信
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

http://kagoshim
a-taiki.life.coocan.

jp/M
Jiho/OyW

bM
M
enu.htm

問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
政
策
課
環
境
政
策
係

   

☎
㉒
２
１
１
１（
内
線
２
４
３
）

■
申
請
期
間

　

転
入
日
の
翌
日
か
ら
１
年
以
内

■
必
要
書
類
（
各
１
通
）

○
交
付
申
請
書

○
誓
約
書

○
住
民
票
お
よ
び
戸
籍
の
附
票
の

写
し
（
世
帯
全
員
）

○
建
築
請
負
契
約
書
ま
た
は
売
買

契
約
書
の
写
し

○
建
物
登
記
事
項
証
明
書

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
長
公
室
企
画
調
整
係

　

☎
㉒
２
１
１
１（
内
線
１
２
８
）

　　　　　　世帯責任者
助成区分 50歳以下の人 50歳を超え

65歳以下の人
新築した場合 100万円 50万円
建築年数10年以内の
住宅を購入した場合 80万円まで 40万円まで

建築年数10年を超えた
住宅を購入した場合 50万円まで 25万円まで

１　住宅を購入した場合は、購入価格の２分の１を助成します。
　　ただし、上記を限度額とします。
２　助成金に千円未満の端数が生じた場合は、端数を切り捨てます。

■助成金額

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
と
は

注
意
報
発
令
時
の
対
応

県
の
大
気
環
境
状
況

Ｐ
Ｍ
２
・５
と
は

成層圏オゾンの降下

偏西風
紫外線

　大陸からの大気汚染物質の移流

自動車の排気ガス、工場・事業場からの排出ガス

光化学オキシダント発生

情報掲示板 Information

定
住
促
進
制
度
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
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「
い
ぶ
す
き
市
議
会
だ
よ
り
」

の
左
記
の
部
分
が
、
説
明
不
足
で

誤
解
を
招
く
表
記
と
な
っ
て
お
り

ま
し
た
。
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

※
５
ペ
ー
ジ
の
文
教
厚
生
委
員
会

の
主
な
委
員
会
審
査
報
告
中
の

指
宿
市
立
図
書
館
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

問
い
合
わ
せ
先

　

市
議
会
事
務
局

　

☎
㉒
２
１
１
１（
内
線
５
１
２
）

　市では、スマートフォンなどの端末を無料でインターネットに接続
できるFree Wi-Fiスポットを、市内の主要観光地10カ所に整備しまし
た。現在、日本を訪れた外国人観光客の日本で困ったことの第１位は、
「Wi-Fi環境が整備されていないこと」です。今回の整備でインター
ネットを利用してさまざまな情報を気軽に入手できるようになります。
また、ツイッターやフェイスブックなどのＳＮＳ（ソーシャル・ネッ
トワーキング・サービス）により、本市の観光資源などが世界に発信
されるなど、市にとっても大きなメリットがあります。

議
会
だ
よ
り
第
40
号

の
補
足

主要観光地へ主要観光地へ
FreeWi-Fiスポットを整備

Wi-Fiスポットの目印

人
権
問
題
シ
リ
ー
ズ
112

　

発
達
障
害
は
、
脳
機
能
の
発
達

が
関
係
す
る
生
ま
れ
つ
き
の
障
害

で
す
。
発
達
障
害
が
あ
る
人
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
対
人
関

係
を
つ
く
る
の
が
苦
手
で
す
。
ま

た
、
行
動
や
態
度
に
よ
っ
て
「
自

分
勝
手
」「
変
わ
っ
た
人
」「
困
っ

た
人
」
と
誤
解
さ
れ
、
敬
遠
さ
れ

る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

国
で
は
、
毎
年
４
月
２
日
か
ら

４
月
８
日
ま
で
の
１
週
間
を
「
発

達
障
害
啓
発
週
間
」
と
定
め
、
発

達
障
害
に
つ
い
て
広
く
知
っ
て
も

ら
う
機
会
と
し
て
い
ま
す
。

　

発
達
障
害
は
、
障
害
の
種
類
や

程
度
、
そ
の
人
の
年
齢
・
性
格
な

ど
で
現
れ
方
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り

ま
す
。
発
達
障
害
の
人
た
ち
が
個

々
の
能
力
を
伸
ば
し
、
社
会
の
中

で
自
立
し
て
い
く
た
め
に
は
、
一

人
ひ
と
り
の
特
徴
に
応
じ
て
配
慮

し
た
り
、
支
援
し
た
り
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
協
働
課
市
民
係

　

☎
㉒
２
１
１
１（
内
線
２
１
４
）

発
達
障
害
啓
発
週
間

補足後 掲載記事
問　

山
川
図
書
館
の
施
設
の

う
ち
、
文
化
施
設
（
多
目

的
ホ
ー
ル
、
学
習
室
及
び

展
示
コ
ー
ナ
ー
）
の
使
用

料
は
、
こ
れ
ま
で
何
時
か

ら
何
時
ま
で
と
い
う
、
・

　

・
・
・
・
・
・
・

問　

使
用
料
は
、
こ
れ
ま
で

何
時
か
ら
何
時
ま
で
と
い

う
、
・
・
・
・
・
・
・
・

使
用
料
が
時
間
当
た
り
に

　国民健康保険および後期高齢者医療保険に加入している市民を対象に、１日人間ドックの受診者を募集し
ます。今年度から後期高齢者も対象になりました。受診者には補助がありますが、表中のとおり自己負担額
が必要となります。
　生活習慣病の予防、健康管理、病気の早期発見・早期治療のために受診してみませんか。

■対　　象　本市の国民健康保険および後期高齢者医療保険に加入している
　30歳以上の人
■必要書類　国民健康保険証または後期高齢者医療保険証
■申込期間　４月６日（月）～６月26日（金）　必ず期限内に申し込んでください。
※ただし、５月受診希望者は４月17日（金）まで、６月受診希望者は５月15日（金）までに申し込んでください。
■申込方法　受診を希望する以下の医療機関、問い合わせ先、ＪＡいぶすき各支所（ＪＡ鹿児島県厚生連健
康管理センターを希望する人のみ）のいずれかで申し込んでください。

※申し込み時は希望月のみを聞き、後日、各実施医療機関から受診日などの連絡があります。なお、希望月
　にならない場合もあります。
■人間ドック内容

１日人間ドック受診者を募集

市内の医療機関 市外の医療機関

実
施
機
関

いぶすき内科　　　　　　　　　☎㉓3239
生駒外科医院　　　　　　　　　☎㉒3059
指宿おおしげ内科　　　　　　　☎㉓0788
指宿浩然会病院　　　　　　　　☎㉒3295
指宿さがら病院　　　　　　　　☎㉒3079
木之下クリニック　　　　　　　☎㉓3940
国立病院機構指宿医療センター　☎㉒2231
小吉胃腸科クリニック　　　　　☎㉔2011
橋口医院　　　　　　　　　　　☎350022
南記念クリニック　　　　　　　☎㉓3730

ＪＡ鹿児島県厚生連健康管理センター
鹿児島市与次郎１－13－１
☎ 099-256-1133

※指宿市内（山川・開聞も含む）からバスの
　送迎あります。

受
診
日

５月11日（月）～平成28年２月29日（月）
※全て午前中の受診です。
※医療機関により、受診できる曜日が異なります。

５月11日（月）～平成28年２月29日（月）
○一般コース（毎週　月・火・水・木・金）
○女性コース（毎週　月・水・金）
○大腸コース（毎週　火・木）

検
査
内
容

問診・身体測定・腹囲・視力・聴力・血圧・脂質・
肝機能・代謝系・腎尿一般・心電図・血液一般・
前立腺（男性のみ）など

○左の検査内容に加え、オプション検査あり
○女性コースは、婦人科の検査が追加
○大腸コースは、大腸内視鏡の検査が追加

自
己
負
担
額

○男性　8,500円
○女性　6,500円

○一般コース　　26,617円
○女性コース　　32,617円
○大腸コース　　39,135円
※農協組合員の人は、別途助成があります。
※ 胃部Ｘ線検査を胃カメラに変更した場合に
は、別途3,090円が必要です。

申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ
先

市役所各窓口
○健康増進課健康保険係　　　　　☎㉒2111

（内線285）  　
○山川支所市民福祉課健康福祉係　☎341113
○開聞支所市民福祉課健康福祉係　☎323111

（内線131）　

ＪＡいぶすき各支所
○指宿地域　　　　　☎㉕4211
○山川地域　　　　　☎352160
○開聞地域　　　　　☎323131

■どうやって使うの？
①スマートフォンなどのWi-Fi対応機器で、Wi-Fi
機能をオン
②ネットワークの一覧が表示
③ネットワーク一覧の中から、「IBUSUKI_CITY_
FREE_Wi-Fi」を選択
④接続後、インターネットを開き利用規約に同意
⑤観光情報の閲覧が可能
問い合わせ先
　観光課観光企画係　☎㉒2111（内線326）

■Ｗｉ-Ｆｉとは？
ケーブルを使わず、電波により数十m程度の範囲内
でスマートフォンなどの端末をインターネットに繋
くことのできる通信技術のことです。
■どこで使えるの？
指宿駅前広場（足湯周辺）、砂むしの里交流の広場、
池田湖（イッシー公園北側園地）、たまて箱温泉ロビ
ー、砂むし温泉砂

さ ゆ り

湯里ロビー、かいもん山麓ふれあ
い公園管理棟前、長崎鼻（龍宮神社先東屋周辺）、魚
見港公園、市営唐船峡そうめん流し、西大山駅
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宿
が
と
て
も
好
き
に
な
り
、

　
　
　

と
う
と
う
今
年
１
月
、
移

住
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
紹

介
し
た
い
と
こ
ろ
は
宮
ヶ
浜
海
岸

の
散
歩
道
と
ベ
ン
チ
で
す
。
サ
ン

ド
ウ
ィ
ッ
チ
や
コ
ー
ヒ
ー
片
手
に

一
服
で
き
る
絶
景
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
か
ら
見
た
屋
久

島
も
感
動
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
い
ろ
い
ろ
な
場
所
を
回
っ
て
楽

し
み
た
い
で
す
。

　
　
　
　

（
50
歳　

ミ
ン
ミ
ン
）

　
　
　

住
し
て
来
た
か
ら
こ
そ
発

　
　
　

見
で
き
る
指
宿
市
の
い
い

所
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
の
時
期
に
す
る
散
歩
は
、
特
に

気
持
ち
が
い
い
で
す
ね
。
ま
た
新

た
な
発
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
紹

介
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

下
一
周
駅
伝
、
指
宿
チ
ー

　
　
　

ム
の
皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で

し
た
。
沿
道
で
旗
を
振
っ
て
応
援

し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
頑
張
り
に

感
動
し
、
元
気
を
た
く
さ
ん
も
ら

い
ま
し
た
。
来
年
も
応
援
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
感
動
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
55
歳　

エ
プ
ロ
ン
母
ち
ゃ
ん
）

　
　
　

年
連
続
Ｃ
ク
ラ
ス
優
勝
を

　
　
　

果
た
し
た
指
宿
チ
ー
ム
。

目
標
の
Ｂ
ク
ラ
ス
入
り
は
成
ら
な

か
っ
た
も
の
の
、
５
日
間
に
及
ぶ

を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
こ
の
名
が

付
け
ら
れ
ま
し
た
。
葉
か
ら
取
っ

た
油
が
甘
い
香
り
を
放
つ
の
で
、

ア
ロ
マ
オ
イ
ル
や
香
料
と
し
て
も

利
用
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

　
　
　

道
成
川
宇
都
線
を
上
が
る

　
　
　

と
素
晴
ら
し
い
景
色
が
広

が
り
ま
す
。
目
の
前
に
豆
畑
、
西

に
は
開
聞
岳
が
見
え
ま
す
。
天
気

の
い
い
日
の
海
岸
線
に
は
黒
島
、

竹
島
、
硫
黄
島
も
見
え
て
と
て
も

い
い
眺
め
で
す
。
ど
こ
か
ら
見
て

も
絵
に
な
る
開
聞
岳
に
沈
む
夕
日

は
、
特
に
お
す
す
め
で
す
。

　
（
71
歳　

横
ば
い
の
こ
じ
っ
く
い
）

　
　
　

然
と
そ
び
え
立
つ
開
聞
岳
。

　
　
　

季
節
や
朝
夕
の
時
間
帯
を

問
わ
ず
、
私
た
ち
に
さ
ま
ざ
ま
な

表
情
を
見
せ
る
姿
に
は
、
と
て
も

癒
や
さ
れ
ま
す
。

　
　
　

Ｒ
日
本
最
南
端
の
西
大
山

　
　
　

駅
に
は
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト

の
「
幸
せ
の
黄
色
い
ポ
ス
ト
」
が

あ
り
ま
す
。
家
族
や
友
人
に
手
紙

を
出
し
、
伝
え
た
い
思
い
を
書
い

て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　
　
　

児
島
市
か
ら
幼
い
孫
た
ち

　
　
　

が
帰
っ
て
き
た
の
で
、
サ

ネ
ン
葉
で
巻
い
た
団
子
を
作
っ
た

と
こ
ろ
「
臭
い
」
と
、
拒
否
さ
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
サ
ネ
ン
の
愛

ら
し
い
花
も
大
好
き
で
す
し
、
私

の
子
供
の
頃
は
、
サ
ネ
ン
葉
で
巻

い
た
お
に
ぎ
り
の
香
り
が
食
欲
を

そ
そ
る
も
の
で
し
た
。

　

（
64
歳
奏
人
の
ば
あ
ち
ゃ
ん
）

　
　
　

地
で
呼
び
名
が
違
う
月げ

っ
と
う桃

　
　
　

の
葉
。
蕾
が
桃
に
似
た
形

　
　
　

レ
ビ
で
西
大
山
駅
の
リ
ポ

　
　
　

ー
ト
を
し
て
い
ま
し
た
。

花
が
き
れ
い
に
植
え
ら
れ
、
後
方

の
開
聞
岳
も
素
晴
ら
し
く
、
改
め

て
指
宿
市
の
良
さ
が
分
か
り
ま
し

た
も
っ
と
観
光
地
を
広
げ
て
ほ
し

い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　

（
67
歳　

マ
ロ
ン
）

大
会
を
走
り
抜
い
た
選
手
に
、
私

た
ち
も
多
く
の
感
動
を
も
ら
い
ま

し
た
。

　
　
　

光
地
区
、
常
盤
建
設
の
近

　
　
　

く
に
芝
桜
を
植
え
た
所
が

あ
り
ま
す
が
、
満
開
に
な
れ
ば
と

て
も
き
れ
い
だ
と
思
い
ま
す
。
ぜ

ひ
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

  （
50
歳　

き
ん
ご
き
ん
ご
ち
ゃ
ん
）

　
　
　

月
末
か
ら
４
月
末
に
開
花

　
　
　

す
る
芝
桜
が
、
約
２
万
株

が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
花
い
っ

ぱ
い
の
ま
ち
に
し
た
い
と
い
う
思

い
で
、
常
盤
建
設
の
社
員
の
皆
さ

ん
が
植
え
た
そ
う
で
す
。
周
囲
に

も
、
ア
ジ
サ
イ
や
ツ
ツ
ジ
な
ど
、

７
０
０
本
以
上
の
花
や
木
が
植
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

テ

鹿

指県

市

徳

春の訪れを待つ芝桜

ここは市民の集いの場。
広報紙お知らせ版のクイズに
応募いただいた意見などを掲
載しています。

湯
い

豊
ぶ

宿
す き

茶屋
寄ってらっしゃい

悠

Ｊ各

移２

３

「黄色いポスト」と記念撮影

市道成川宇都線から望む開聞岳

（65歳　フラガール）

ホームページ　http://www.minc.ne.jp/ibusukilib/　

◎
指
宿
図
書
館 

☎
㉓
2
8
2
7

◎
山
川
図
書
館 

☎
35
3
3
0
0

◎
本
の
ひ
ろ
ば

日

行　

事　

な　

ど

1
水
え
ぷ
ろ
ん
は
う
す
池
田
臨
時
休
館（
〜
30
日
）

2
木

3
金

4
土

5
日
休
日
臨
時
窓
口
開
設

6
月
市
内
小
・
中
学
校
入
学
式

7
火

8
水
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
の
巡
回
相
談

9
木

10
金

11
土

12
日
県
議
会
議
員
選
挙

13
月

14
火

15
水
マ
イ
エ
ン
ザ
販
売
日

16
木
県
行
政
書
士
会
の
無
料
相
談
会

17
金

18
土
交
通
事
故
無
料
相
談
会

19
日
健
幸
ふ
れ
あ
い
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

20
月

21
火

22
水

23
木
移
動
年
金
相
談

24
金

25
土

26
日

27
月
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会

28
火

29
水　

昭
和
の
日

ア
ロ
ハ
健
幸
ウ
オ
ー
ク
＆
ア
ロ
ハ
宣
言

30
木

夢をまことに
山本兼一（著）
文藝春秋

図書館からのお知らせ

今 月 の お す す め

夢の名作レシピ２
絵本に出てくるお菓子とごはん
日本図書センター

一般図書（指宿図書館） 児童図書（山川図書館）

携帯サイト

携帯電話用アドレス
https://www.ibusuki-lib.
jp/WebOpac/mobile/
index.do

携帯電話から、図書
館の資料の検索や予
約をしたり、貸出・
予約状況を見ること
ができます。

【内容】
　日本初となる反射望遠鏡や筆ペン「懐中筆」等を作っ
たのは、江戸時代の鉄砲鍛冶・国友一貫斎だった。日本
で最初の実用空気銃や反射望遠鏡を製作。仕事と物作り
の喜びを彼の生涯を通して描いた山本兼一最後の傑作長
編小説。

【内容】
　絵本「ちびくろ・さんぼ」の山もりホットケーキ、「はらぺこ
あおむし」のカップケーキなど―。みんなが知っている絵本の
世界のお菓子や、ごはんを作るためのレシピが紹介されてい
ます。絵本と一緒に楽しみませんか？

休館日

えほんのひろば（指宿図書館）…………10：30～11：15
演じ手：槌橋保育園の先生方

よるのおはなし会（指宿図書館） ………19：30～20：00
演じ手：図書館職員

ふれあい映画会（山川図書館） …………14：00～14：40

おはなしのとびら（指宿図書館） ………10：30～11：15
演じ手：ひばり保育園の先生方

鹿児島の方言をたのしむ会（指宿図書館）13：30～15：00

ボランティアおはなし会（山川図書館）…14：00～14：30
演じ手：山川「おはなしぶらんこの会」の皆さん

月曜

火曜

19日

21日

11日

10日

25日

４月の図書館カレンダー
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30

４
月
の
広
報
ご
よ
み

曜

靴のままで入れます
　これまで山川図書館の利用の際はスリッパへ
の履き替えをお願いしていましたが、４月から
靴のままで入れるようになりました。
市民アートギャラリーを活用しませんか？
　指宿図書館には、市民の作品を展示する「市
民アートギャラリー」があります。作品の展示
は、個人でもサークル、部活動などの団体でも
可能です。詳しくは、指宿図書館へ問い合わせ
ください。
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※
遺
族
の
方
々
か
ら
香
典
返
し
に

代
え
て
、
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
掲
載
を
希
望
す
る
人
は
、
届
け

出
時
に
、
市
民
協
働
課
、
山
川
・

開
聞
支
所
市
民
福
祉
課
窓
口
で
申

し
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
他
市
町
村
で
届
け
出
し
た
人
で

も
、
希
望
が
あ
れ
ば
掲
載
し
ま
す

の
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。（
敬
称

略
）

指
宿
地
域

徳
留　

晴は
る
き輝

※　

大
園
原　

直　

幸

美　

咲

岡
野　

知ち

な奈
※　

大　

当　

優　

二

美
智
子

小
磯
心ろ

い

る
偉
琉　

外
城
市　

竜　

誠

瑠
美
華

廣
森　

小こ
は
る春　

二
月
田　

和　

也

里　

美

堀
之
内
杏あ
ん
な菜

※　

二
月
田　
　

司　
智　

秋

幸
野　
　

凪な
ぎ　
　

宮　
　

彬　

広

加　

代

上
村　

心こ

こ虹　

玉　

利　
　

諒　
ま
な
み

笹
平　

莉り

お桜　

温　

湯　

一　

哉

さ
つ
き

片
野
田
悠は
る
き行

※　

柳　

田　

崇　

行

朋　

美

石
塚　
　

巧た
く
み　

湯
之
里　
　

翔　
つ
か
さ

難
波　

有あ
る
が我　

潟　

口　

博　

史

麻　

耶

外
山　

想そ
う
し士

※　

摺
ヶ
浜
南　

善　

久

奈　

々

都
外
川
由ゆ

な奈
※　

摺
ヶ
浜
北　
　

剛　
可　

奈

古
川　

愛あ
い
り梨　

片
野
田　

美　

和

一　

美

山
元　

一か
ず
ま眞　
国
立
病
院　

竜　

二

陽　

希

今
村　

楓ふ
う
が雅　

麓　

下　

信　

幸

由
佳
里

上
谷
真ま

り

あ
里
亜　

仮　

屋　
　

篤　
真
里
恵

山
川
地
域

伊
瀬
知
親し

ん
た
ろ
う

太
朗　
町
３
区
西　

拓　

朗

沙
麻
里

大
薗　

晴は
る
し士　

神
方
下　

将　

士

て
る
み

植
山
宝ほ

の

た
ノ
大
※　

森
松
西　

克　

俊

朱　

希

木
下
愛あ

り

さ
理
沙
※　

徳　

光　

敦　

史

あ
き
の

射
場
山
綾あ
や
の乃　

東　

上　

雄　

生

朋　

世

市
外

飯
隈　

知と
も
ひ
こ彦

※　

鹿
児
島
市　

憲　

吾

美　

佐

大
山　

結ゆ
い
と時

※　

鹿
児
島
市　

剛　

史

さ
お
り

東　

郷　

健　

夫　

93　

湯
之
里

下
温
湯　

藤　

代　

84　

北
十
町

馬　

場　

ナ
ミ
エ　

99　

堀
切
園

久　

保　

ヨ
シ
ヱ　

91　

堀
切
園

中　

島　

乙　
　
　

76　

潟　

口

山
川
地
域

田　

中　
　
　

弘　

84　

永　

田

福　

里　

フ　

デ　

88　

愛
宕
下

室　

屋　

利　

弘　

88　

中
小
路

（
福
元
）

桃　

木　

正　

已　

85　
　

春　

西　

元　

行　

雄　

66　

東　

上

迫　

田　

オ
マ
セ　

91　

市
山
上

馬　

場　

ノ
リ
子　

88　

神
方
下

有　

馬　

フ
ヂ
子　

91　
町
５
区
東

中　

村　

キ
ミ
エ　

90　

中　

村

中　

谷　

良　

子　

75　

下　

原

帖　

佐　

昭　

二　

88　

谷
村
上

中　

島　

耕　

一　

74　

町
７
区

開
聞
地
域

野　

口　

義　

雄　

87　

川
尻
北

濵　

上　

シ
ナ
ヱ　

91　

川
尻
上

下　

𠮷　

ア
キ
エ　

86　

下　

吉

瀬
戸
口　

利　

子　

80　

川
尻
東

祝　

迫　

昌　

子　

81　

川
尻
北

濵　

田　

正　

武　

83　
　

脇　

今　

福　

ス　

ミ　

101　

谷　

村

誕
生
う
ぶ
ご
え

（
※
印
は
左
ペ
ー
ジ
に
写
真
掲
載
）

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

2
月
28
日
ま
で
の
受
付
分

指
宿
地
域

大　

村　

淑　

子　

78　

迫　

中

南　

迫　

育　

子　

73　
五
郎
ヶ
岡

黒　

岩　

シ
ヅ
ヱ　

94　

宮
ヶ
浜

上
西
園　

シ
ヅ
子　

85　

道　

上

上　

迫　

ヒ
ロ
子　

78　

仮　

屋

中　

川　

清　

二　

88　

渡　

瀬

堀
之
内　

光　

春　

82　

丈　

六

濱　

村　

ヨ
シ
子　

90　

麓　

下

下
温
湯　

久　

子　

89　

玉　

利

田　

中　

ケ　

サ　

88　
大
牟
礼
東

小　

村　

康　

雄　

91　

玉　

利

西　
　
　

敬　

修　

83　

南
迫
田

髙　

田　

文　

夫　

61　

浜　

東

新　
　
　
　
　

勝　

83　

玉　

利

小
牟　
　

す
み
子　

87　
大
牟
礼
東

井　

元　

ミ
ツ
子　

66　

石　

嶺

桐　

原　

哲　

三　

87　

宮
之
前

木　

村　

ミ
チ
子　

88　

潟　

口

德　

田　

亥　
　
　

91　

麓　

下

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

追
悼
お
く
や
み

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

笑顔いっぱいの元気な
子に育ってね

岡野　知
ち な

奈ちゃん
人に優しく明るく元気
一杯に育ってね♡♡

兄弟仲良く、元気に遊ん
で大きく育ってね♡

わが家のアイドル、
知くん！人生楽しいよ。

パパと一緒に走る日を
楽しみにしているね！

大きくたくましく元気
に育ってね♡

やっと会えたね由奈♪
思い出いっぱい作ろう

誰にでも優しい素直な子
に育ってね

山下家に生まれてきてく
れてありがとう☆

徳留　晴
はる き

輝ちゃん堀之内 杏
あ ん な

菜ちゃん

植山 宝
ほ の た

ノ大ちゃん木下 愛
あ り さ

理沙ちゃん 片野田 悠
は る き

行ちゃん

飯隈　知
ともひこ

彦ちゃん

外山　想
そう し

士ちゃん

大山　結
ゆい と

時ちゃん

都外川 由
ゆ な

奈ちゃん

山下　彩
いろ は

葉ちゃん當房 穂
ほ の か

乃花ちゃん

～子どもはまちの宝です～

じ ま ん

～子どもはまちの宝です～

お兄ちゃん達と仲良く
元気に育ってね。

東 珀
は く

來・琉
る あ

愛ちゃん
【川尻上】 【脇】 【道下上】

応募・問い合わせ先　市長公室広報統計係　☎㉒2111（内線123）

杏ちゃん♡兄妹仲良く
明るく元気に育ってね

生まれてきてくれてあり
がとう♡

家族みんなで仲良くす
ごそうね

シ
リ
ー
ズ
共
生
・
協
働

　

左
の
地
図
の
赤
い
部
分
は
、
自

治
会
・
公
民
館
が
設
置
し
維
持
管

理
を
行
っ
て
い
る
安
全
灯
で
、
市

内
に
約
３
９
０
０
灯
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

安
全
灯
は
、
公
道
な
ど
の
暗
い

場
所
を
照
ら
し
な
が
ら
、
防
犯
対

策
も
含
め
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
安

全
を
守
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
環
境
に
や
さ
し
い
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
も
進
め
ら
れ
て
お
り
、
安

全
灯
の
約
40
％
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
さ
れ

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
民
協
働
課
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
推
進
係

☎
㉒
２
１
１
１（
内
線
２
１
１
）

篤
　
　
　
志

　

次
の
方
々
が
市
社
会
福
祉
協
議

会
に
寄
付
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

○
迫
北
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
寄
金

○
第
42
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

　

山
川
福
祉
交
流
会

○
第
43
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

　

山
川
福
祉
交
流
会

地
域
の
人
た
ち
を
見
守
る
安
全
灯
　
　

　
　
〜
自
治
会
・
公
民
館
の
共
助
の
取
り
組
み
〜

■…自治会・公民館が設置
　　している安全灯
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分 か り や す い 医 療 の 話
Medical Lecture

今 月のドクター
指宿医師会　竹元　隆英
問い合わせ先　指宿医師会　☎㉞2820

Doctor

知ってほしい、考えてほしいお酒のこと

①
過
剰
な
習
慣
飲
酒

毎
日
の
よ
う
に
飲
酒
す
る
こ
と
に

よ
り
飲
む
量
が
だ
ん
だ
ん
増
え（
ア

ル
コ
ー
ル
耐
性
）、
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
不
能
に
な
る
ア
ル
コ
ー
ル
依
存

症
や
、
糖
尿
病
や
高
血
圧
（
生
活

習
慣
病
）、
が
ん
な
ど
の
慢
性
的
な

心
身
の
健
康
障
害
を
引
き
起
こ
し

ま
す
。

②
暴
飲
・
ド
カ
飲
み･ 

深
酒　

た
ま
に
し
か
飲
ま
な
く
て
も
一
晩

に
多
く
飲
酒
し
て
酔
い
が
ひ
ど
く

な
る
と
急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
、

け
ん
か
、
暴
力
、
虐
待
な
ど
飲
酒

に
よ
る
健
康
被
害
だ
け
で
な
く
社

会
問
題
を
起
こ
す
危
険
性
が
高
ま

り
ま
す
。

③
飲
ん
で
は
い
け
な
い
条
件
で
の
飲
酒

20
歳
未
満
の
飲
酒
は
未
成
年
飲
酒

禁
止
法
、
自
動
車
な
ど
の
運
転
時

の
飲
酒
（
お
よ
び
そ
れ
に
よ
る
事

故
）
は
道
路
交
通
法
と
い
う
法
律

で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
く
ら

い
で
す
か
ら
そ
の
影
響
は
大
き
く
、

「
少
し
く
ら
い
な
ら
良
い
」
と
い

う
こ
と
は
あ
り
え
ま
せ
ん
。
未
成

年
の
飲
酒
は
、
数
カ
月
～
数
年
と

い
う
短
期
間
で
ア
ル
コ
ー
ル
依
存

症
や
脳
の
萎
縮
（
縮
む
）
を
引
き

起
こ
し
、
男
性
な
ら
性
機
能
の
障

害
、
女
性
な
ら
無
月
経
に
な
る
こ

　

お
酒
は
新
年
会
や
忘
年
会
、
結
婚

披
露
宴
な
ど
私
た
ち
の
生
活
の
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
で
登
場
す
る
大
切
な
物

で
、
古
く
か
ら
伝
わ
る
文
化
で
も
あ

り
ま
す
。
指
宿
市
は
日
本
に
誇
る
酒

造
会
社
が
あ
り
、
お
い
し
い
お
酒
を

提
供
し
て
く
れ
る
お
店
も
た
く
さ
ん

あ
っ
て
恵
ま
れ
た
ま
ち
で
す
。

　

し
か
し
、「
不
適
切
な
飲
酒
」
は
健

康
問
題
だ
け
で
は
な
く
社
会
問
題
を

引
き
起
こ
す
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
、
飲
酒
に
よ
る
心

身
の
障
害
を
予
防
す
る
対
策
を
国
に

対
し
て
義
務
付
け
る
「
ア
ル
コ
ー
ル

健
康
障
害
対
策
基
本
法
」
が
昨
年
６

月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
不
適
切
な
飲
酒
」
と
は
３
つ
の

タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

と
も
あ
り
ま
す
。
飲
酒
運
転
は
運

転
を
し
た
本
人
に
免
許
取
り
消
し

や
懲
役
、
罰
金
と
い
う
厳
し
い
処

分
や
罰
則
が
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、

同
乗
者
や
車
・
お
酒
の
提
供
者
に

も
罰
則
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
交
通
事
故
に
な
っ
た
と
き

に
死
亡
事
故
に
な
る
可
能
性
が
高

く
な
り
、
被
害
者
は
も
ち
ろ
ん
家

族
な
ど
周
囲
の
人
た
ち
に
も
悲
惨

な
人
生
が
待
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

他
に
も
、
妊
娠
中
や
授
乳
中
の
飲

酒
は
胎
児
や
乳
児
に
影
響
が
あ
る

こ
と
が
分
か
っ
て
お
り
、
特
に
妊

娠
４
週
～
15
週
は
顔
や
体
の
奇
形

や
脳
の
障
害
が
み
ら
れ
る
「
胎
児

性
ア
ル
コ
ー
ル
症
候
群
」
に
な
る

危
険
性
が
高
ま
る
た
め
禁
酒
が
必

要
で
す
。

　

鹿
児
島
県
は
、
県
民
一
人
当
た
り

の
飲
酒
量
が
日
本
一
多
く
、
健
康
障

害
を
受
け
て
い
る
方
が
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
を
予
防
す
る
た
め

に
、
ま
ず
お
酒
の
正
し
い
知
識
や
情

報
を
身
に
付
け
て
①
～
③
の
「
不
適

切
な
飲
酒
」
を
し
な
い
よ
う
に
、
お

酒
と
上
手
に
付
き
合
っ
て
い
き
ま
し

ょ
う
。
そ
し
て
健
康
障
害
を
受
け
た

人
々
の
苦
し
み
を
共
感
し
、
回
復
し

や
す
い
社
会
を
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
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